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学生は施設実習で何を学ぶのか 

―本学科における実習後のアンケート結果から 第2報― 

 

井上薫i・吉川修ⅱ・穴水ゆかりⅲ・岩野布美子ⅳ・白川和希ⅴ・進藤信子ⅵ・篠木真紀ⅶ 

 
 
1. はじめに 
 
(1)本報告の課題と背景 
 本報告は、保育士資格に必須な施設実習（概ね 10日間以上）iを終えた本学 2年生に対し
て行ったアンケートの結果をまとめたものである。前報である『釧路短期大学幼児教育学科

実践報告』ii では教育実習（幼稚園実習）の成果と課題を検討したが、今回は施設実習を対
象とした。前報同様、学生がどのような条件下で実習生として過ごし、何を学んでいるのか。

日々の利用者とのかかわりから、実習先の指導者から、何を学べたのか。実習前後で実習施

設やその働きに対する考えの変化について、どのような特徴を見出すことができるか。そし

て、課題は何かを明らかにしたい。 
 本学は 17 万人余の人口を有する道東（北海道東部）地域の拠点である釧路市にあり、
2018/平成 30 年度の実習生は、幼児教育学科定員（50 名、本年度 2 年次在籍者も 50 名）
の 72％が釧路市内出身者、その他では釧路振興局管内が 16％、根室管内 8％、オホーツク
および十勝管内はそれぞれ 2％であった。つまり、ほとんどが釧路市および釧路・根室管内
の出身者であり、近年この傾向が続いている。 
ところで、大半の学生の出身地である釧路・根室管内における関連実習施設の状況だが、

児童養護施設は釧路に 1 箇所、発達支援センターは各市町村に置かれているが、本学の実
習で委託の実績があるのは釧路市および隣接町各 1 にとどまっている。また、障害児入所
施設は別な隣接町に 1という状況で、これらの施設へ時期を 2期に分けて対応するものの、
多くの学生は地域にある障害者入所施設か、日高山脈を越えて札幌や振興局管外へ出向く

などして実習を行っている。そもそも北海道内に乳児院は２つ、児童養護施設は 23施設等
という状況であるため、必ずしも本人の希望にかなった実習先になるとは限らない。 
保育者・保育士を目指して本校に入学する場合、既に指摘されてきているように、大半の

学生は保育所以外での各種施設での就職を想定していないという事情はほぼ同様であるiii。

しかし、保育士は、保育所以外にも広く児童（現在の「少年」定義である 18歳まで）の養
護を行う児童福祉施設での働きを求められており、近年、児童福祉法に定められた多様な施
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設も含めて、その働きはますます多様化している。実習対象の施設については「指定保育士

養成施設の指定及び運営の基準について」iv の別紙 2「保育実習実施基準」の備考 1（Ａ）

の「及び」以下に定められておりv、実習では必ずこれらのいずれかで実習を行う。 

 

(2)実習指導、実習とキャリア教育 

学生の多くは身近に関係者がいるか、ボランティア活動をしていない限り、施設での生活

などを知らなくても不思議ではない。また、障碍の有無やその程度、施設の種別によっても

内容は大きく異なる。そのため、本学では、1年次 6月上旬に 1泊 2日の施設研修旅行を実

施している。施設側にもご協力いただき、利用者とのレクリエーションや作業をグループ単

位で行えるよう設定をお願いすると、学生たちは、最初は戸惑っていても、ボランティア活

動などで支援の経験がある学生の様子を真似ながら、試行錯誤しながらかかわろうとする

ことが貴重な機会となっていく。他方、本学では 2年生の実習終了後に、幼稚園（7月）、

保育所（10月）、施設（10月後半）の各実習報告会を実習生に課し、これを必ず聞くよう

に 1 年生に課している。毎年の実習先にそれほど変化がないのは、施設研修旅行で行った

ことがあるなどの実体験や、先輩情報のある施設の方が心配も少なく選択しやすいのであ

ろうと想像する。 

 前述のように、児童関係の施設が限られているために起こる状況は、北海道にある 30弱

の保育士養成校でもおそらく共通に感じていることであろう。他方、施設側の立場からする

と、30 弱であろうと、各養成校が独自の方式で実習内容を求めると、それぞれへの要望・

要求ごと対応を変えるのは難しい。北海道では、全国保育士養成協議会に加盟している保育

士養成校で、北海道ブロック協議会を形成し、定期的な会合を持っているが、これらの諸問

題へも対応を行ってきた。具体的には、加盟校の 1 単位当たりの実習費の金額および施設

実習公文書による依頼日の統一を進める一方vi、道内の養成校がそれぞれ独自様式の記録や

指導を施設に求めていたことから生じた施設側の負担（養成校毎に対応を変えねばならな

いこと）を減らせないかと、2002/平成 14年以来、これらの内容について簡素化、統一の模

索を始めvii、同協議会の研究班が中心となって、福祉施設の評価表の統一、日誌の統一、そ

して 2008/平成 20年 2月、『福祉施設実習ガイドライン（福祉施設実習編）』（全国保育

士養成協議会北海道ブロック協議会編）の発行にたどり着いたviii。現在は第 3 版の改訂版

を用いているix。 

 このガイドラインでは、実習の目的を、「大学で学んでいる子ども観や保育観、講義等で

習得した知識・技術・技能」を「体験を通して」「具体的に総合的に」「身につけ」、「実

習現場の指導によって深く学びとる」こととしているx。多様な「施設実習内容」（第 4章）

については、大きく「社会的養護施設」と「障害児（者）関係施設」に区分して、関係施設

の種類ごとに①法的位置づけ、②施設の現状、③道内の施設 を簡潔に示したのち、関係施

設での実習の特徴、実習のポイント、関係施設実習の一日の流れ（統一日誌の形式で例示）

が示されており、この章は、実習先によって学生各自で選択的に学ぶこともできる。さらに、

記録の書き方、実習生の注意・心得、実習終了後の整理、そして「補遺」として、「実習施
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設からの要望」と「後輩への実習アドバイス」が、それぞれ番号等が振られた短い文章でま

とめられ、読みやすく、留意のための指示もしやすくなっている。 

北海道ブロック協議会では、2月に全道の養成校が集う会合の折に、実習生を受け入れる保

育関係団体、施設関係団体の代表または役員を招き、保育実習連絡協議会を行っており、近

年の困った実習生の事例や職員不足、利用者を取り巻く家庭事情の深刻化などの課題や提

言を受ける機会を設けている。保育現場もそうであるが、施設現場も担い手を欲しており、

養成校との相互の連絡や実習を含めた交流、体験の場を通して、現場を知ってほしいと考え

ている。現場と養成校との協働で、課題意識を持った保育者・保育士養成を進めるためにも、

実習現場で実習生として学生たちが感じた達成感、困り感をしっかりと受けとめたい。また、

限られた現場との接点の在り方を改善していくためにも、アンケートが有効に用いられれ

ばと願う。 

 

2. 調査方法 
 

(1)調査協力者 

本調査は 2018年 8～9月に行われた施設実習に参加した本学幼児教育学科 2年次の学生

48名(男子 2名、女子 46名)を対象とした。 

 

(2)調査の時期と方法 

2018 年 10 月、施設実習終了後の授業時に自記式質問紙調査用紙を配布し、教務学生課

に設置されたボックスに提出するよう指示した。36名から回収された（回収率 78.3%）。 

 

3. 調査結果 

 

(1)実習時間について：勤務体制と残業について 

指定保育士養成施設については、児童福祉法第 18条の 6、児童福祉法施行令第 5条、第

6 条の 2~8 等に規定されている。これらに基づき、保育実習Ⅲ（施設実習）の実習時間は

「指定保育士養成施設の指定及び運営に関する基準」（平成 27年 3月 31日厚生労働省雇用

均等・児童家庭局長通知）のうちの「保育実習実施基準」にて、80時間以上かつ. 10日間

以上と規定されている。 

本学実習生の受け入れ施設の施設形態は、たとえば障がい者入所施設だけでも多機能型

通所施設、施設入所支援、生活介護、短期入所、日中一時支援…とさまざまである。また、

休憩時間設定時間や扱い等も施設により異なるため、実習期間中の学生の拘束時間も施設

により異なるのではと考えられた。また、公共交通機関の利便性が低い地域にある施設では、

出退勤時間によっては学生の通勤が難しくなる場合がある。今年度も早朝勤務に間に合わ

ないため、数日は出勤のため営業車を利用したという学生もみられた。 

以上の状況から学生の実習時間にかかわる実態を把握するため、実習時間にかかわる設
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問を設けた。 

 利用児・者が毎日通ってくる施設では、学生の出退勤時間は毎日同じだが、入所型施設で

は職員の勤務が 24時間体制のため実習もシフト制となっている（表 1）。 

調査結果によると、入所型である A 障がい者入所施設では、実習生に夜勤を課していな

いが、学生は泊まり込みで実習を行うため、夜勤のようすを目にする機会はあったようだ。   

公的施設である発達支援センターを例にとると、A 施設では 8 時 50 分出勤、17 時退勤

で、B施設では 8時 45分出勤、17時 30分退勤となっている。これは休憩時間の長さによ

るものと考えられる。 

また、幼稚園や保育園での実習は一斉に開始、終了となるが、週末や祝日は休業する通所

施設と、利用児・者が暮らす施設では職員の休日のとり方が異なるため、施設実習の開始・

終了日は施設により異なっている。お盆休みや祝日などを挟むため、年によっては前期授業

の終了前に施設実習が開始する可能性もあるだろう。 

 
 表 1 各施設の勤務体制  

 施設 勤務体制 シフト数 始業時刻 終業時刻 備考  

 A児童養護施設 シフト制 3     

 B児童養護施設 シフト制 5   6:00、21:30の出勤あり  

 C児童養護施設 シフト制 2     

 A発達支援センター 定時制  8:50 17:00   

 B発達支援センター 定時制  8:45 17:30   

 A障がい児入所施設 シフト制 3     

 B障がい児入所施設 シフト制 4     

 A障がい者入所施設 シフト制 2   7:45-15:45，8:45-17:45  

 B障がい者入所施設 シフト制 3     

 C障がい者入所施設 定時制  9:00 17:00   

 D障がい者入所施設 定時制  9:00 17:30   

 E障がい者入所施設 定時制  8:30 17:00   

 F障がい者入所施設 定時制  7:45 17:00    

        

 

 表 2の通り、「30分以上退勤時間が遅く

なった日がある」学生は約 2割の 17.1%名

だが、いずれも 1 回のみだった。おもな理

由は「友人を待っていた」だった。 

 2018 年 2 月発行の本ホームページ掲載

「実践報告書」によると、幼稚園実習では

学生の 64.9%が残務しており、10回以上残

 表2 30分以上退勤時間が遅くなったこと 人(%) 

  なかった あった  

  児童養護施設 3(75.0) 1(25.0) 

 発達支援センター 5(71.4) 2(28.6)  

 障がい児入所施設 3(100.0) 0(0.0)  

 障がい者入所施設 18(85.7) 3(14.3)  

 計 29(82.9) 6(17.1)  
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っていた学生は 33.3%だったが、施設では定時帰宅が通常のことになっていた。 

 

(2)日誌と指導案について 

1)日誌について：実習先から受けた指導の状況   

 表 3の「日誌の誤字脱字に対する指導の状況」について、「指摘されなかった」と回答

した学生は 30.6%であった。個人によって誤字脱字の多さに違いはあるだろうが、70%弱

の学生は、誤字脱字の指摘を受けているのが現実である。 

 学生一人一人の日誌を観ると、丁寧に記述されている日誌も多いが、誤字脱字だけでは

なく、適切ではない表現も多く散見される。また、文章のまとまりを意識した改行が正し

くされておらず、読みにくい日誌もみられた。加えて、日誌の内容を踏まえた担当保育者

からの指導記述に対し、翌日の保育実習に生かすことができず、日誌にも反省として記述

されない状況もある。 

再提出を求めている施設は半

数に満たない 41.7%だった。子ど

もの発達段階を捉えた成長のた

め、記録が重要視される保育現場

において、大学での事前指導の充

実はもちろんだが、実習指導者に

も厳しく再提出を求めることを

お願いしたい。 

 

表 4「日誌の修正方法」に

ついては「二重線と訂正印」

が 19.4%となり、正式な修正

方法を求めている施設が一

番多かった。 

 

 

 

 

2)指導案を書いたことの有無について  

表 5 の通り、部分実習やレクリエーション指導等に際して、指導案を作成せずに実施し

た学生は 1名のみだった。「作成した」47.2%、「作成しなかった（部分実習やレクリエーシ

ョンを行わなかった）」50.0%はいずれもほぼ半数だった。 

 

 

 

 表3 日誌の誤字脱字に対する指導の状況       人(%) 

  訂正後再提出 再提出不要 指摘なし  

 児童養護施設 1(25.0) 0(0.0) 3(75.0)  

 発達支援センター 6(85.7) 0(0.0) 1(14.3)  

 障がい児入所施設 2(66.7) 0(0.0) 1(33.3)  

 障がい者入所施設 6(27.3) 10(45.5) 6(27.3)  

 計 15(41.7) 10(27.8) 11(30.6)  

      

 表4 日誌の修正方法                 人(%)  

  修正テープ等 二重線と訂正印 いずれも可  

 児童養護施設 1(25.0) 0(0.0) 0(0.0)  

 発達支援センター 0(0.0) 5(71.4) 0(0.0)  

 障がい児入所施設 1(33.3) 0(0.0) 0(0.0)  

 障がい者入所施設 3(13.6) 2(9.1) 1(4.5)  

 計 5(13.9) 7(19.4) 1(2.8)  
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(3)実習先の保育者（指導者・職員）について 

1)保育者の指導について 

94.5%の学生がわからないこと等があったときには「実習施設の職員に質問することが 

できた」と回答した（表

6）。 

人手不足や業務の多さ等によ

る現場職員の忙しさは周知の

通りだが、表 7の通り本調査

でも「わからなかったことを

訊くことができなかった」原

因について「忙しそうで、聞

ける雰囲気ではなかった」と

答えた学生がいた。 

 

表 7 わからなかったことを訊くことができなかった理由（おもな回答） 

・忙しそうで、聞ける雰囲気ではなかった。 

・反省会がほとんどなかった。 

 

 

2)保育者からの声かけ 

「職員に励まされたことやうれしかったこと（表 8）」からは、学生は保育士のみならず

さまざまな立場の施設職員から、緊張や不安などの想いを理解され、気遣われながら実習を

進められていったようすがうかがわれた。 

施設実習では日常の生活や活動を通してさまざまな利用児・者とかかわり、また、ひと

つのフロアや寮に滞在することによって一人一人とかかわりをもつことになる。このた

め、授業やイベント時のボランティア活動では気づかなかった、利用児・者とのかかわり

方や特性などへの疑問等について、現場で話を聞き、助言を受けることが貴重な学びの時

間となる。また、この項目に対する回答からは、慣れない現場での緊張や戸惑いを理解し

て、学生の話や相談に耳を傾けていただいた感謝の気持ちが読み取れる。さらに自分の仕

事ぶりや長所を評価され、努力や成長を認められることによって学生の実習に対するモチ

 表5 指導案の有無について             人(%)  

  作成した 作成しなかった 作成せず実施  

 児童養護施設 0(0.0) 4(100.0) 0(0.0)  

 発達支援センター 7(100.0) 00.0 0(0.0)  

 障がい児入所施設 2(66.7) 1(33.3) 0(0.0)  

 障がい者入所施設 8(36.4) 13(59.1) 1(4.5)  

 計 17(47.2) 18(50.0) 1(2.8)  

      

表 6 実習施設の職員にわからないことを質問できたか 人(%) 

  
訊けた 

だいたい 

訊けた 

あまり 

訊けなかった 

児童養護施設 2(50.0) 2(50.0) 0(0.0) 

発達支援センター 3(42.9) 3(42.9) 1(14.3) 

障がい児入所施設 2(66.7) 1(33.3) 0(0.0) 

障がい者入所施設 1(72.7) 5(22.7) 1(4.5) 

  23(63.9) 11(30.6) 2(5.6) 
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ベーションが上がったようだ。保育士・職員に対する感謝の気持ちとともに、回答者であ

る知識や技術が不足していたとしても、学生たちも真摯に実習を行おうとしていたようす

がうかがえる。 

一方、「職員の指導に関して困ったこと（表 9）」については、学生は実習生としての立

場をわきまえて臨んでいたのかと疑問を感じる記述や、特に施設職員については、実際に

そのような状況があったのか、客観的には別の受け取り方ができる場面であったのか判断

できない記述もあった。が、まずは実習前指導の際に、指導保育士や職員に「質問できな

い」「指導を受けにくい」ことを含めて、実習現場で困った状況があり、実習先に相談で

きないことがあれば、まずはそのことを巡回の教員に相談するようにしっかり伝えておく

必要があるだろう。 

実習生を送り出した教員としては、これまでの指導の中で、実習生としての立場を十分

な自覚をもたせてきたのかを深く反省するべき結果でもあった。 

 

表 8 職員の方に励まされたこと、うれしかったこと（おもな回答） 

〈指導のあり方〉（8件） 

・質問や助言のための時間をつくってくれた 

・相談にのってくれた。 

・担当以外の職員からも話を聞くことができた。 

・利用児・者とのかかわり方や特性等についてアドバイスを受けた。(5) 

〈職員による気遣い〉（5件） 

・わからないことがあれば何でも聞いてくださいと言われた。 

・話や相談する際に真摯に向き合ってくれた 

・ほとんどの職員が親切で質問しやすかった。 

・緊張していることを理解してくれた。 

・男性寮を担当したため、職員が心配してくれた。 

〈保育者としてのよい点・実習を通じた成長〉（16件） 

・実習生の長所を認めたうえで、励まされた。(2) 

・保育士としての能力や利用児者との接し方等についてほめられた。(7) 

・実習に臨む態度や実習中の成長ぶりについて、よい点を伝えられた。(7)  

 

表 9 指導に関して困ったこと等（おもな回答） 

〈指導のあり方〉（6件） 

・質問に対する言い方がよいものではなく、聞きたくても聞けなかった。 

・わからないことは聞けと言われたが、聞くと自分で考えろと言われた。 

・作業についての説明が少ない、わからない 

・質問をしたときに、答えがあいまいな表現だった。 
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・反省会や、指導を受ける場面がほとんどなかった。 

・指導点が多くある日誌を実習後に渡されて困った。 

〈職員間の連携、指導の不一致〉（4件） 

・職員によって、指導の内容や指導法が異なった。(2) 

・仕事はないといわれて利用者さんと話していると、「お仕事してね」と別の職員から言われた。 

・「報告・連絡・相談」をしていたつもりだったが、（直接伝えた）職員以外には伝わっていなかっ

た。 

〈職員について〉（4件） 

・指導者としてふさわしくないと思われる言い方をする職員がいた。 

・（自分以外の）実習生の指導案に対して全否定している姿に驚き、見ていてショックを受けた。 

・職員の言葉遣いや言いまわしが少しきつかったときもあった。 

・職員から「アドバイスを欲しい」と言われた。質問の意図もわからなかった。 

 

(4)実習の内容について 

1)実習を経験して 

①実習で経験してよかったこと 

事前指導では、保育園や幼稚園で障がいのある乳幼児とのかかわりや援助について考え

るうえでも学ぶべきことがあると伝えていた。このことをどの程度意識していたのか定か

ではないが、利用児・者とのかかわりや、そのかかわりを通じての学び、施設や障がいに

対する学びなど、体験や経験を通じた学びに関する記述が多くみられた（表10）。 

 

表 10 実習で経験してよかったこと（主な回答） 

〈利用児・者とのかかわりと、かかわりを通じた学び〉(15件) 

・障害をもつ利用児・者と（長い時間）かかわることができた。(11) 

・利用者により活動が違うことを知り、一緒に作業をしたり、普通の生活では経験しないようなこと

を経験することができよかったと思う。 

・さまざまな行事に参加できた 

・全体外出（寮ごとに外出する日）への参加 

・夜勤（によって、1日を通して関われた） 

〈施設や障がいに対して学んだこと〉(18件) 

・障害をもつ利用児・者とのかかわり方を学ぶことができた。(2) 

・施設の仕事の内容を知ることができた。 

・障害について、個人差があることを学び、個々への対応を経験できた。 

・障害をもった方とのコミュニケーション(2) 

・障害があってもいろいろな方法でコミュニケーションがとれること（を知ったこと）。 

・視覚支援を実際に見たり、経験することができた。 
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・1日の流れを知ることができた。 

・食事、水分補給、入浴等の介助と留意すること(4) 

・障害についての視野が広がった。 

・指導案を書いて保育を行ったが、実習をしていなければわからなかった課題等が得られた 

・おむつ替え、授乳、介助など、乳児とのかかわり方 

・車椅子などいろいろな道具・用具を知ることができた 

・１人１人、して良いことと悪いことがあること。 

〈その他〉(2件) 

・社会の厳しさを改めて思い出した  

・全部楽しかった 

・掃除への興味がわいた（自分の部屋もきれいにしよう等） 

 

②実習で大変だったこと、困ったこと 

 表11の通り、最も多かったのは、利用児・者とのかかわりやコミュニケーションの難

しさに関するものだった。知識不足によって大変さを感じたと記述した学生もみられ

た。かかわりの楽しさ、あるいは楽しさよりも困難さを感じた学生は、利用児・者にか

かわり、気持ちに寄り添おうと努力し、真剣に実習に取り組んでいたがゆえに難しさを

感じたのだとも考えられる。つまり、実習で「大変」「困った」というネガティブな感

想も、学生の成長にとって重要なきっかけであるとも考えられるのではないだろうか。

真摯に実習に取り組んだ学生が抱えた課題に対して、実習後、どのようにフォローして

いくのかということも、学生を指導する教員側の課題と考えられる。 

 

表 11 実習で大変だったこと、困ったこと（おもな回答） 

〈利用児・者とのかかわり、コミュニケーション〉（8件） 

・最初のコミュニケーションの取り方 

・意思疎通が難しい方、重度の利用者とのコミュニケーションの取り方(2) 

・コミュニケーションのとり方が難しいことの接し方がみつけられず、あまり関わることができなか

った。 

・男性の（利用者の）方からのボディタッチが多かったこと。 

・寮から出たときに利用者がこだわり行動を起こし、私の手を離さなかった 

・重度の利用者との活動の際、気分や１人ひとりの波があるのでそれに合わせて行うことが難しくタ

イミングがなかなかつかめなかった。 

・歯みがきの援助が難しく、口を開けられないなど、なかなか磨くのが困難なときもあった。 

〈実習現場での学びについて〉（5件） 
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・発達年齢や、障害の特性を活かした教材選び、部分保育の内容を考えること。(2) 

・さまざまな障害をもつ利用児・者の特性等の把握 

・利用児のできることや集中力に合わせて臨機応変に対応すること 

・利用児とのかかわり以外での作業 

〈施設、職員とのコミュニケーション等について〉（5件） 

・職員とのかかわり 

・学生を受け入れる雰囲気ではないことに困惑した 

・施設の雰囲気や対応がよくなかった 

・実習の前半は職員が人数、出勤状態がわからず（1，2人しかいなかった）、何ごとも頼れなかった。 

・渡されたものと実際のスケジュールが異なることが多かった。 

〈その他〉（5件） 

・入浴は利用児と一緒のため、大変だった 

・服に利用者さんの唾液がほぼ毎日ついた。 

・（施設等の）臭いや清潔感に欠けていたこと。 

・慣れない土地での生活 

・実習は楽しかったが、実習生同士の人間関係に悩んだ 

 

 

③実習全体についてよかったと思うこと 

表12のとおり、「実習で経験してよかったこと」に学生が記述した内容に加えて、

「自分自身の成長と学び」「施設や施設保育職への認識」にかかわる記述がみられた。 

本学の学生の多くは、保育者といえば保育所保育士と幼稚園教諭をイメージして本校

に入学してきたとみられる。入学後まもない時期に、ある学年に対して筆者が授業アン

ケートを通して「どのような職業を希望しているのか」と訊いたところ、未定者を除い

たほぼ全員が保育所か幼稚園での勤務を希望していた。 

本調査からは、施設実習を通して施設保育士の働き方や役割、専門性を認識して職場

や職務に魅力を感じるという意識の変化がみられた実習生もみられた。このことについ

ては後の「5 実習前後での気持ちの変化と就職について」で述べられているが、学生

から施設実習を経験して施設や利用児・者に対する認識、就職に対する意識、さらには

専門職としての保育士の専門性に対する意識の変化がみられた。それらが進路に対する

視野を広げていったものと考えられる。 

 

表 12 実習に行ってよかったと思うこと（おもな回答） 

〈利用児・者とのかかわりと、かかわりを通じた学び〉（6件） 

・（さまざまな）障害者の方とかかわることができてよかった(2) 

・児童とのかかわり方を学ぶことができた 
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・子どもたちと仲良くなれた。 

・利用者さん、支援員さんに出会え、多くのことを学べた 

・いろいろな人とかかわることができた 

〈施設や障がいに対して学んだこと〉（12件） 

・利用児・者（障害児・者）とのかかわりを学べた(3) 

・講義では学べない実践、子どもたちとの接触で現実の厳しさや障害への理解 

・障害をもった方への対応の理解 

・2歳以下の子どものようすがよくわかった 

・予測できなかったようなことが起こり、子どもたちからの視線をあらためて考えることができ、さま

ざまな子どもへの対応を学ぶことができた 

・視覚支援などの子どもたち一人ひとりに合わせた支援のしかたを学ぶことができた。 

・授業ではあまりイメージがわかなかったけど、体験してわかることもあった 

・相手に対しての伝え方や言葉以外のコミュニケーション方法が身についた 

・経験したことがないことをさせてもらったり、備品などをみることができた 

・職員の方がみな優しく、特性やかかわり方など多くのことを学ぶことができた。 

〈自分自身の成長と学び〉（2件） 

・一人の人間として自分を見つめなおすきっかけになった 

・貴重な体験をし、自分のよいところや不足している部分をみつけることができた 

・心が強くなった 

〈施設や施設保育職への認識〉（5件） 

・障害についてマイナスなイメージがなくなってよかった 

・障害をもっている方への偏見や苦手意識がなくなった 

・今まで知らなかったことをたくさん知ることができ、見方が変わった 

・就職先を考える上での範囲が広がった 

・施設の仕事内容の魅力を感じて、将来の選択肢が広がった 

〈その他〉（5件） 

・利用者さんが、私と一緒にいることが楽しいと言ってくれたのがとてもうれしかった 

・子どもに正しい鉛筆の持ち方を教えてあげられた 

・最終日に利用者さんにプレゼントをもらった 

・釧短の卒業生がいた 

・子どもへの愛が深まった 

 

 

④実習全体について、大変だったことや困ったこと 

詳細は表13のとおりだが、学生の回答は表11「実習で経験して大変だったこと、困った

こと」や、その他の項目で記載された内容とほぼ重複していた。学生自身の知識や経験不
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足を自覚したうえでの回答もあるが、事前指導の際には学生に対して、指導保育士とのコ

ミュニケーションの問題等を感じた場合は、まずは巡回の教員に相談するよう伝えておく

必要があると考えられる。 

 

表 13 実習に行って大変だったこと、困ったこと（おもな回答） 

〈利用児・者とのかかわり、コミュニケーション〉（4件） 

・利用児・者とのかかわり 

・男性利用者さんへの対応 

・子どもたちが暴れたりなどしたときの被害（かむ、たたく、蹴る、つねる、ひっかく）が多かった。 

・子どもたち同士のけんかが多くてどうしたらいいのかわからなかった。 

〈実習現場での学びにかかわって〉（6件） 

・汚物などの処理に衛生的な対処が感じられず個人的にきつかった。 

・歯みがきの援助 

・食事の援助。人によってできることや食べるスピードが違うため。 

・指導案の作成、設定保育  

・降園後のお手伝いの中で、お花紙を切ってバラバラにする作業 

・何をすればよいかわからず、職員に訊いても特にすることがなく時間を持て余すことが何度かあった 

〈保育士による指導について〉（6件） 

・日誌を書いても誰も見ていないようで戸惑った。質問などを書いても返事がなかった。  

・日誌が 1 枚しか手元に帰ってこなかったので、指導欄に何が書かれているのかわからず、どこをどう

直せばよいのか困った。 

・職員によって日誌の書き方や支援のしかたが違い、その場に応じて職員（の指導等）に合わせた。 

・園長の話を聞くこと  

・保育者とのかかわり 

〈その他〉（6件） 

・慣れない土地での生活 

・泊まり込み中の実習生同士の人間関係 

・施設の中の構造がわからなかった  

・朝が早かった 

・移動の距離 

 

 

2)利用児・者の情報について 

①利用児・者情報を施設から教えていただくことができたか 

実習中の学びを深める上で、利用者情報は貴重であることはいうまでもない。しかしプラ

イバシーの問題ばかりではなく、知識が十分ではない学生に対して、どこまで利用児・者に
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ついて伝えるべきなのかという判断は難しいことは十分に推察される。特にさまざまな事

情を抱えた児童養護施設においては、難しい問題につながる可能性もあるだろう。 

そうした事情もある中で、表 14の通り「教えていただいた」「だいたい教えていただい

た」と回答した学生が 88.5%を占めていた。特に障がい児・者入所施設では、学生の 100%

が実習先で利用児・者の情報を教えていただくことができたと回答した。 

 

 

3)排泄・入浴介助について 

①排泄介助について 

実習生ばかりでなく職員も異性介助をしないことを厳格に定めている施設もある。 

排泄介助を行った

学生は半数に満たな

い 36.4%だった（表

15）。 

発達支援センター

で異性介助をした学

生の 1名が行ったの

は「見守り程度」だ

った。 

 

②入浴介助について 

入浴介助を行った学生は 29.4%だった。児童養護施設のうち「同性介助のみ行った」と回

答した実習生は、入所児と一緒に入浴していた。この他の回答者は一緒に入浴していたので

はなく介助のみ行っていたようだ。 

 

表 14 利用児・者情報を教えていただくことができたか               人(%) 

  

教えて 

いただいた 

だいたい教えて 

いただいた 

あまり教えて 

いただけなかった 

まったく教えて 

いただけなかった 

児童養護施設 1(25.0) 2(50.0) 0(0.0) 1(25.0) 

発達支援センター 2(28.6) 2(28.6) 3(42.9) 0(0.0) 

障がい児入所施設 1(33.3) 2(66.7) 0(0.0) 0(0.0) 

障がい者入所施設 14(66.7) 7(33.3) 0(0.0) 0(0.0) 

計  18(51.4) 13(37.1) 3(8.6) 1(2.9) 
 

表 15 排泄介助について                     人(%) 

  

同性介助のみ 

行った 

同性・異性介助を 

行った 

排泄介助は 

しなかった 

児童養護施設 0(0.0) 1(33.3) 2(66.7) 

発達支援センター 0(0.0) 2(33.3) 4(66.7) 

障がい児入所施設 2(66.7) 1(33.3) 0(0.0) 

障がい者入所施設 4(19.0) 2(9.5) 15(71.4) 

計  6(18.2) 6(18.2) 21(63.6) 
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③異性介助について 

異性介助については、実習生は全員が「抵抗なかった」「子どもなので気にならなかった」

と回答した（表 17）。障がい者入所施設で実習した 1名がなぜか「子どもなので気にならな

かった」と回答しているが、これは「気にならなかった」と回答したつもりであった可能性

がある。「その他」に回答した学生は「初めは嫌だったが慣れた」と記述した。 

乳幼児以外の排泄・入浴介助についても苦痛を訴える回答は表 17ではみられないが、表

11「大変だったこと、困ったこと」で、「入浴は利用児と一緒のため、大変だった」と回答

した学生はいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5)実習前後での気持ちの変化と就職について 

本稿では、学生個々の多様な障がいへの理解度と知識の習得の差及び社会福祉を学ぶ姿

勢や意欲の差、現在まで障がい児・者と関わった体験の有無等を含め、福祉施設実習後の学

生の就職への思いや意識をアンケート結果から考察した。アンケートの回答から、①短大入

学後、障がい児・者福祉の学習を意欲的に習得し、理解していたか ②身近に障がい児・者

と関わった機会、生活体験があったか ③その他の率直な感想に対して考察した。 

  

表 16  入浴介助について                       人(%) 

  

同性介助のみ 

行った 

同性・異性介助を 

行った 

入浴介助は 

しなかった 
その他 

児童養護施設 1(25.0) 1(25.0) 2(50.0) 0(0.0) 

発達支援センター 0(0.0) 0(0.0) 6(100.0) 0(0.0) 

障がい児入所施設 3(100.0) 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 

障がい者入所施設 5(23.8) 0(0.0) 15(71.4) 1(4.8) 

計  9(26.5) 1(2.9) 23(67.6) 1(12.9) 

 

表 17 異性介助について(異性介助を行った学生のみ)           人(%) 

  
抵抗なかった いやだった 

子どもなので 

気にならなかった 
その他 

児童養護施設 1(50.0) 0(0.0) 1(50.0) 0(0.0) 

発達支援センター 1(50.0) 0(0.0) 1(50.0) 0(0.0) 

障がい児入所施設 1(50.0) 0(0.0) 1(50.0) 0(0.0) 

障がい者入所施設 1(33.3) 0(0.0) 1(33.3) 1(33.3) 

  4(44.4) 0(0.0) 4(44.4) 1(11.1) 
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 1)施設勤務の保育士になりたいと思ったか 

 表 18～21から読みとれるように、実習前にはほとんどの学生が不安や苦手意識をもって

障がい児・者支援施設実習に臨んだようすが見受けられたが、半数はその苦手意識が好転し

て終了している。 

学生の半数が、施設実習での職員からの指導や利用児・者との関わりが印象に残ったと述

べている。ときには納得できない指摘もあったようだが、学びを深めたことに感謝し、27.8%

が「利用児・者との関わりが楽しかった」との感想を述べていた。また、実習を通して自分

が成長したことを自覚できたと答えた学生が 93.8%と高かったが、残念ながら就職志望に

結びつくには至っていない。このことについては後に述べる。 

 

 表18 実習前の施設の仕事への意識                       人（%）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とても 

なりたい 

どちらかというと 

なりたい 

どちらでも 

ない 

あまり 

なりたくない 

なりたくない 

 

児童養護施設 0(0.0) 1(25.0) 1(25.0) 0(0.0) 2(50.0) 

発達支援センター 0(0.0) 2(28.6) 3(42.9) 1(14.3) 1(14.3) 

障がい児入所施設 1(33.3) 0(0.0) 1(33.3) 0(0.0) 1(33.3) 

障がい者入所施設 1(4.8) 2(9.5) 7(33.3) 7(33.3) 4(19.0) 

計 2(5.7) 5(14.3) 12(34.3) 8(22.9) 8(22.9) 

        

 

 表19 実習後の施設の仕事への意識                       人（%）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とても 

なりたい 

どちらかというと

なりたい 

どちらでも 

ない 

あまり 

なりたくない 

なりたくない 

 

児童養護施設 1(25.0) 1(25.0) 0(0.0) 1(25.0) 1(25.0) 

発達支援センター 0(0.0) 2(28.6) 3(42.9) 0(0.0) 2(28.6) 

障がい児入所施設 0(0.0) 0(0.0) 2(66.7) 0(0.0) 1(33.3) 

障がい者入所施設 5(23.8) 6(28.6) 5(23.8) 4(19.0) 1(4.8) 

計 6(17.1) 9(25.7) 10(28.6) 5(14.3) 5(14.3) 
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 表20 実習前と後の意識の変化     人(%) 

 

 

 

 

 

 

 向上 変化なし 低下  

 

 

 

児童養護施設 3(75.0) 1(25.0) 0(0.0) 

発達支援センター 2(28.6) 4(57.1) 1(14.3) 

障がい児入所施設 0(0.0) 3(100.0) 0(0.0) 

障がい者入所施設 13(61.9) 7(33.3) 1(4.8) 

計 18(51.4) 15(42.9) 2(5.7) 

   

 

 

 

 

2)就職について 

全体的には、就職活動に向かう意識は保育・教育部門に較べるとはるかに低く、平成 30

年度は学生 48名のうち 5名が就職につながった。この 5名が選択した施設は、障害者入

所施設 2、介護施設１、乳児院１、児童養護施設１で、入学後に就職先として選択した学

生は 4名、入学前から就職先として施設に関心をもっていた学生は 1名だった。  

実習が就職につながらなかった理由として、以下の 5点が考えられる。すなわち、①日常

生活の中で、障がいを抱えた成人（児童）との関わり体験が希薄だった ②幼児期の障がい

が広範囲である実態を知り、障がいに応じた療育指導に難しさを感じた ③日常生活での

介護体験がない学生には、成人の生活介助への戸惑いと苦手意識が残った ④児童養護施

設で幼児から思春期に至る幅広い年齢の入所児と接し、複雑な家庭背景、入所児の複雑な心

理と適切な養育援助に難しさを感じた ⑤職員の児童対応に理解できない部分について、

実習中に疑問を解消するための職員との交流や指導を受ける時間がなかった である。⑤

には、職員不足という背景があるものと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表22 もしも福祉施設に就職するなら実習先に就職したいと思うか            人(%)  

 

 

 

 

 

 

 

 

ぜひ 

就職したい 

どちらかというと 

したい 

どちらでも 

ない 

あまり 

就職したくない 

就職 

したくない 

児童養護施設 1(25.0) 1(25.0) 1(25.0) 0(0)  1(25.0) 

発達支援センター 1(14.3) 1(14.3) 0(0)  1(14.3) 4(57.1) 

障がい児入所施設 0(0)  0(0)  1(33.3) 0(0)  2(66.7) 

障がい者入所施設 9(42.9) 8(38.1) 2(9.5) 1(4.8) 1(4.8) 

計 11(31.4) 10(28.6) 4(11.4) 2(5.7) 8(22.9) 

      

 表21 施設実習前後で意識が変容した理由 

（複数回答あり）人(%) 

 

 実習施設の雰囲気がよかった 13(36.1)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 利用児・者とのかかわりが楽しかった 10(27.8) 

 自分の成長を感じ、自信がついた 16(44.4) 

 実習施設の雰囲気が好きではなかった 5(13.9) 

 実習施設の職員が魅力的ではなかった 5(13.9) 

 利用児・者とのかかわりがつらかった 4(11.1) 

 施設での仕事に自信をもてないと感じた 0(0) 

 施設での仕事に自信をもてないと感じた 2(5.6) 

 その他 3(8.3) 
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表23 実習先を後輩に勧めたいと思うか                       人(%)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぜひ 

勧めたい 

どちらかというと 

勧めたい 

どちらでもない あまり 

勧めたくない 

勧めたくない 

児童養護施設 1(25.0) 1(25.0) 2(50.0) 0(0)  0(0)  

発達支援センター 0(0)  2(28.6) 1(14.3) 2(28.6) 2(28.6) 

障がい児入所施設 0(0)  0(0)  1(33.3) 1(33.3) 1(33.3) 

障がい者入所施設 12(57.1) 3(14.3) 5(23.8) 0(0) 1(4.8%) 

計 13(37.1) 6(17.1) 9(25.7) 3(8.6) 4(11.4) 

      

 

(6)その他、実習に関して教員や実習施設に伝えたいこと 

表 24の通り「後輩にも伝えたいこと」には、実習に際しての基本的な心構えや、実習

は大変ではあっても得るものがあると伝える記述がみられた。「実習先について学校へ伝

えたいこと」としておもにみられたのは、自分たちが実習を行った施設を実習先とするこ

とについて感じたことを伝えようとする意見だった。 

実習施設は、公共の交通機関で通うには利便性のよくない立地にある施設が多い。施設

の特色はそれぞれ大きく異なる上に、実習に際して施設から求められる実習条件が変更に

なる場合もある。たとえば今年度に関しては、年度が変わったタイミングで予防接種や健

康診断の内容が変更になった施設があったが、施設からの連絡は 4月時点であったにもか

かわらず、実習担当者がそのことを把握した時期が遅かったため学生への確認が遅れ、学

生は 4月に受け取った施設からの指示を確認していなかったため、直前になって準備不足

に気づいて慌てる事態となった。実習先の立地や条件等をよく確認せずに希望した学生に

よる、実習施設とのミスマッチは例年みられるようだ。 

今後も学生それぞれの実習先選定に際しては十分検討し、実習前の準備についてはよく

確認するよう学生に指導する必要があることがあらためて認識された。 
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表 24 実習に関して教員や実習施設に伝えたいこと（おもな回答） 

〈後輩にも伝えたいこと〉（7件） 

・子どもたちの特性を早く吸収することでよりやりがいが出てくる。 

・短い時間で指導案と部分実習の準備を進めなければならないのは大変だったが、これもよい勉強だっ

た。 

・他の園にいる「気になる子」への援助のしかたの参考になる。 

・何でも教えてくれたり、困ったことがあれば助けてくれたりととても優しい方が多 

く、実習が楽しかった。 

・実習先として勧める 

・場所の確認や、施設のことを事前に知っておくとよいと思う。 

・住み込みはすべて自分で 2週間近く過ごすため、精神的・体力的に覚悟が必要だと思う。 

・レクリエーションの計画や指導案は何もないことと、日誌はペン書きだが修正ペンが使えるというこ

とを伝えたい 

〈実習先について学校へ伝えたいこと〉（5件） 

・実習生に対して厳しい部分が多い。本気で学びたい学生にとってはとても多くの学びを得ることがで

きるが、中途半端な気持ちであればとてもつらい実習になると思う。 

・園長先生からのお話の中に、実習生を受け入れたくないととらえられる言葉があったのが気になっ

た。 

・作業が本当につらい。 

〈その他、学校への要望等〉 

・実習に行くにあたって検査などを行い、お金が他の学生よりも多くかかり、自分のために行く実習で

はあるがその点について説明不足だったと思う。こちらの確認不足もあるが、来年の 2年生にはだい

たいかかる金額を伝えていただきたいと思う。 

・指導案の用紙は統一にするか、実習前に事前に説明していただけると嬉しい。 

・ちょうどよい時間のバスがなく、タクシーで通った。 

 

(7)実習先の宿舎施設 

 住み込みで実習した学生にのみ、宿舎施設について質問した。 

宿舎施設について「よかったところ」としては、宿舎施設の充実、実習時間外も施設職

員の指導や心遣いを受けられたこと、宿舎に近いため実習に集中できたこと等が挙げられ

た（表 25）。 

「よくなかったところ」としては、プライベートな時間がとれず実習時間の終了後も気持

ちが切り替えられないことや、実習生同士の人間関係、それらの緊張感による疲れから体調

を崩しやすいことが挙げられた（表 26）。また、利用児が居住する寮では、夜は実習生と

利用児たちのみで過ごすことになり、不安を感じたという記述があった。 
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表 25 宿舎施設でよかったところ（おもな回答） 

B児童養護施設 

・一軒家だったのでのんびりできた 

C児童養護施設 

・朝が早いので、起きてすぐに勤務を始められる 

・実習後にすぐ寝ることができる。 

・朝、子どもたちを起こしたり、夜勤で子どもたちとたくさん関われた。 

・休日は子どもたちと１日中遊ぶことができた 

・休憩中に仮眠をとれる 

A障がい児入所施設 

・友だちと楽しく過ごせた 

・一緒に実習の反省ができた 

・実習後にすぐ宿舎に帰ることができる 

・昼休憩の時間に宿舎に帰ることができる 

B障がい児入所施設 

・余暇の時間は職員とも多く話せる 

・給食は量が多くバランスが良い 

A障がい者入所施設 

・部屋がきれいで、電化製品がそろっていた 

・電子レンジや電子ケトルなどがありとても便利だった。 

・洗濯物を干す物もあり、洗濯もできた 

・部屋が広く、職員の方がたくさん食べ物をくれた 

・気持ちが継続したまま日誌に取り組める 

・わからないことを、夜中等以外は、職員の方にすぐにいつでも聞くことができる 

 

表 26 宿舎施設でよくなかったところ（おもな回答） 

A施設（児童養護施設） 

・虫、クモなどがいた 

B施設（児童養護施設） 

・朝が早い(2) 

・精神的にきつい 

C施設（障がい児入所施設） 

・清潔感がない、匂いがある 

・職員が少なく、子どもがいるのに寮内でも１人になってしまうことがあった 



-20- 
 

D施設（障がい児入所施設） 

・自分の時間がない 

・自炊をしなければならない 

・実習生 3人に対して布団が 2つしかなかった。 

・（実習生に貸出していた）自転車の前輪、後輪がパンクしていた。 

E施設（障がい者入所施設） 

・ふとんが少なくて、少し寒かった 

・電波が届かないため、連絡がとれない(2) 

・トイレが遠く、夜間は暗くて怖かった 

・自分に関しては実習生同士のほうが少しつらいところがあり、暇なときや何をしてよいかわからな

い時間は正直つらかった 

・緊張感が 1日中続くため、帰宅後に体調を崩す可能性がある 

 

 

4.これまでの成果と今後の課題 

 

(1)実習の振り返りとして 

 ２週間と少ない実習期間の中で、障がい者（児）福祉の実態について表面的だが理解の広

がりが窺えた。あわせて、支援員・指導員の仕事内容の責任の重さや個々に応じた適時適切

な支援が求められる難しさも実感したと考えられる。今回のアンケート結果から見えるよ

うに、就職先として選択しなかったという現実はあるが、短大入学後の１年半で、障害者

（児）施設実習を体験し、学生たちが障害者（児）理解の入り口に辿り着いたことは明らか

である。現在、多くの学生が幼児教育・保育関係の就職を選択し内定を得ているが、今後、

様々な社会人生活や就労体験を経て、改めて障害者（児）福祉へと職種を変更する可能性も

ある。そのような卒業生が過去にも見られた。その時は、実習直後の不安を克服した時であ

り、また障害者（児）支援への新たな意欲が膨らんだ時と頼もしく感じる時でもある。 

 

(2)実習巡回をおこなって ～ 施設職員からみた実習生の存在 

 以上のアンケートは、実習を行った学生の視点であるので、巡回で得た施設職員、施設長

からの声も記しておきたい。 

 1)指導者の視点（巡回時の指導員との面談から） 

・実習生に援助技術や生活介助を指導する事で、日頃の支援員としての自分を振り返り、利

用者と職員の関係性を見直す良い機会になっている。 

・実習生の感想や気づき、質問に応えるなかで、利用者視点にたって（原点に戻って）自分

の仕事内容や職場環境を見直す機会となっている。 

・学生の実習姿勢をみたり、質問に答えたりする中で、障害者理解や社会福祉について改め

て再考し、福祉への勉強の必要性を認める機会となっている。 
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 2)施設長からの視点（巡回時に施設長との面談から） 

・障害者（児）施設が、地域に開かれた施設であり、利用者は地域の一員であってほしい。 

・地域の人々には、障害者（児）理解の広がりを期待している。その為にも、実習生やボラ

ンティアを積極的に受け入れ、利用者、福祉施設への理解と学びをひろげたい。 

・現実には、支援員不足が悩みである。有資格者を求めているが時には無資格者を雇い、そ

こから職員教育をしている実態もある。短大生の就職を期待している。 

・障がい者（児）支援のためには、職員の援助技術、障がい理解、療育の質の向上が欠かせ

ない。常に向上心をもって勉強していくことを職員に伝え、研修の機会を設けている。 

・障害者（児）が地域社会と繋がり、安心できる居場所となる施設づくりに努力している。 

 今回は補助的なものにとどまるが、これらが施設に広く浸透しているとすれば、依頼する

本学や養成校との協働で諸問題の解決の方向は見えてくるのではないだろうか。 

 

(3)先行研究との関係で 

 本報告では、施設実習を行った学生の“学び”（よかったこと）と“困り感”（大変だった

こと、困ったこと）を中心に整理をしたが、先行研究の指標を参考に再整理してみたい。 

松藤光生・浦恭子（2018）では、「実習における学びの内容を測る尺度」として、「実習学習

尺度」を用いており、この尺度は①「利用児者との関わり・直接的援助」、②「保育士から

の指導」、③「実習施設の理解」の「3因子構造」からなると述べているxi。本報告では、①

関連で、（表 10）（表 12）のうち〈利用児・者とのかかわりと、かかわりを通じた学び〉、

（表 11）（表 13）のうち〈利用児・者とのかかわり、コミュニケーション〉などが対応し、

②関連で、（表 8）（表 9）（表 13）などが対応。③関連では、（表 10）（表 12）の〈施設や障

がいに対して学んだこと〉などが対応する。 

 実習を通して、実習先の施設や利用児・者に対するイメージが好転するという平尾・土谷

（2016）の研究xiiの通り、本学でもその傾向が見られた（「実習前と後の意識の変化（表 20）」、

「施設実習前後で意識が変容した理由（表 21）」）。これは利用者の生活や職員の働きを間近

で見て、実際にかかわりながら学んだ施設実習のもつ大きな意義だと考えたい。ただし、本

学でも注ⅲで触れたように、1年次の 2度の施設就職希望学生が希望通りに施設へ就職した

ということには必ずしもなっていなかったし、イメージが悪化した場合もあった（「実習前

の施設の仕事への意識（表 18）」、「実習後の施設の仕事への意識（表 19）」、（表 20）（表 21））。

学生自身は、授業や研修、実習、さらには家庭環境、経済的要因、人脈等で思いが絶えず揺

り動かされ、就職希望が変化する場合も珍しくない。それでも施設実習での学びは活かされ

るはずである。今後は、どのような要素が学生にとって良い学びになり、学生に強い影響を

与えるのかなどを他の事例も参考にしながら研究を進めたい。 

 大崎・長谷中・高瀬（2017）では、「接触経験は知的障害児（者）に対する態度に肯定的

な影響を及ぼすとは限らず、否定的態度が形成・強化される場合や変化しない場合もあり、

接触経験だけでなく、『接触経験の質』が重要」だと指摘しているxiii。また、松藤・中村（2016）

では、実習施設種によって学びの差があることを指摘しxiv、松藤・浦（2018）では、施設実
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習における学びや体験では、希望通りの実習先かどうかは大きく影響せず、「実習の中で希

望通りの実習体験が得られたか、予想外の学びが得られたかが影響を与えることが示唆さ

れた」としているxv。いずれも、大きな方向性を示しており、今後の道標としたい。 

＜ むすびに ＞ 

 学生にとって福祉施設実習の２週間は、保育士資格取得の為の絶対必要条件である。学生

の殆どが、幼児期の教育・保育を目指して入学するため、障害者（児）福祉への関心や理解

は十分とは言えないスタートが多い。また、実際に障害者（児）との関わりを持った体験が

ない学生も多い。不安感が先に立ち、出来るならば実習を辞退したいと相談に来る学生も時

にはいる。 

  しかし、わずか２週間の実習体験を通して得た気づきや学びが、今回のアンケート結果

から見ることが出来、更には、自分の成長につながったと自覚した学生が半数を超えている

実態は頼もしい。幼児教育からスタートし、乳幼児期の子どもの個々の個性・特徴・人権を

保障しようと学んでいる学生達にとって、様々な障がいを抱えた方々への理解と人権擁護

の思いは共通したものだと気付いたことだろう。 

卒業時には就職に結びつかなくとも、今後の社会を担っていく一員としての貴重な経験を

得たことは確信できる。実習生指導では、多くの施設の皆様のご指導に感謝すると共に、障

害者（児）の方々のより充実した生活の保障と、権利擁護について今後も見守り、応援をし

ていきたい。 

i  本学では、厚生労働省が示す「保育実習Ⅰ」（必修 4単位）を分割し、「保育実習
Ⅰ」（保育所における実習 2単位）と「保育実習Ⅲ」（保育所以外の施設における実習 2
単位）に分けており、本校の対象はそのうちの「保育実習Ⅲ」である。 
ii  井上薫・岩野布美子・進藤信子・吉川修・塚本久仁佳・生駒英法・長津詩織「＜授業
実践＞学生は幼稚園実習で何を学ぶのか―本学科における実習後のアンケート結果から

―」『釧路短期大学幼児教育学科実践報告』、釧路短期大学幼児教育学科、2018年 2月、
http://www.midorigaoka.ac.jp/kushirojc/php/disclosure/others/contribution/report01.pdf 
iii  多田内幸子・重永茂（2014）では、就職先について、「入学時から施設への希望を持
っていた学生」が 2013年度調査で実習前 3％、実習後 5％だったとのこと（「施設実習の
前後での本学幼児教育学科学生の意識調査」『久留米信愛女学院短期大学研究紀要』37、
2014年、ｐ.75）。なお、本学の 2018年度実習生の場合、入学すぐに行った就職希望調査
（第 2希望まで；4/7）では、50名中、施設関係へは第 1希望で 7名（児童養護施設 3、
障碍者支援施設 1、児童館 3）、第 2希望で 10名（児童養護施設 2、乳児院 1、障碍者支援
施設 5、児童館 1；介護施設 1）であったが、6月の施設研修旅行（児童養護施設、障碍児
入所施設、障碍者支援施設を見学、障碍児・者施設では交流あり）や 2年生の実習報告会
（10月）の後に行った再度の就職希望調査（11/28）では、50名中、施設関係へは第 1希
望で 7名（児童養護施設または乳児院 1、乳児院 1、障碍者支援施設 2、児童館 2；福祉施
設 1）、第 2希望で 11名（児童養護施設 4、児童養護施設または乳児院 1、乳児院 1、障碍
者支援施設 4、児童館 1）であった。なお、この 2回それぞれで第 1・第 2希望とも施設
関係としたのは各 3名だが、2回とも施設関係を第 1・2希望に上げた学生はいなかった。 
iv  2001/平成 13年 6月 29日に、雇児発第 438、439号で発された厚生労働省雇用均
等・児童家庭局長通知、「指定保育士養成施設の指定基準について」および「指定保育士

養成施設における保育実習の実施基準について」が統合され、2003/平成 15年 12月 9
日、雇児発第 1209001号、厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知「指定保育士養成施設
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の指定及び運営の基準について」となったが、2018/平成 30年 4月末までに 8回改正さ
れ、現行のものは 2018/平成 30年 4月 27日改正のもの。 
v  乳児院、母子生活支援施設、障害児入所施設、児童発達支援センター、障害者支援施
設、指定障害福祉サービス事業所（生活介護、自立訓練、就労移行支援又は就労継続支援

を行うものに限る）、児童養護施設、情緒障害児短期治療施設、児童自立支援施設、児童

相談所一時保護施設又は独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園（2018/平
成 30年 4月 27日一部改正時点） 
vi  「1. 実習費 1単位 5,000円（平成 18年 2月の総会で承認） 2. 実習依頼日 公文書

発送日は、3月 1日とする。（平成 18年 2月の総会で承認）」とある（「実習（福祉施設）
に関する確認事項等について」『平成 21年度全国保育士養成協議会北海道ブロック協議会
総会』資料、2010/平成 22年 2月 19日）。なお、1.について、それ以前は 3,500円として
統一されていた。 
vii  研究委員会、後藤昌彦委員長による進捗状況報告（平成 18年度全国保育士養成協議
会北海道ブロック協議会、北海道ブロック協議会総会、2007/平成 19年 2月 23日）。 
viii  『福祉施設実習ガイドライン』奥付。執筆者は、後藤昌彦（藤女子大学）、西塔正一
（釧路短期大学）、三上正明（旭川大学女子短期大学部）、重野淳子（光塩学園女子短期大

学）以上 4名は同協議会理事かつ研究委員。そのほか、安井睦（光塩学園女子短期大
学）、丸尾正志（多機能型グループホームかおり）、和田敏幸（ひかり学園）、遠藤光博

（ノビロ学園）の各氏。※所属は当時のもの。 
ix  第 3版（2017年 4月 1日発行）の編集は、松田賢一（函館短期大学・委員長）、小川
恭子（藤女子大学）、勝井陽子（北翔大学短期大学部）の各氏によって行われた。 
x  第 1章 施設実習の目的と意義、『保育実習ガイドライン（第 3版）（施設実習編）』、
p.1 
xi 松藤光生・浦恭子「施設実習における学びと体験に影響を与える要因」『中村学園大学

発達支援センター研究紀要』9、2018年 2月、p.78 
xii 平尾太亮・土谷由美子（2016）（「保育士養成課程における施設実習に関する一研究」
『中国学園紀要』15、2016年 6月）や多田内幸子・重永茂（2014）（注ⅲ参照）、知的障
碍児（者）観に特化したものとして大崎千秋・長谷中崇志・高瀬愼二（2017）（「保育科学
生の知的障碍児（者）観に関する基礎的研究―A短期大学の施設実習アンケート調査分析
から―」『名古屋柳城短期大学研究紀要』39、2017年 12月）などがある。 
xiii 前掲、大崎・長谷中・高瀬（2017）、p.137 
xiv 松藤光生・中村恭子「施設実習における実習施設種による学びの差異」『中村学園大

学・中村学園大学短期大学部研究紀要』48、2016年 3月。乳児院、児童養護施設、母子
生活支援施設、障害児支援施設に類別し、「利用児者との関わり・直接的援助」では母子

生活支援施設以外の 3施設群で「より体験し学んでいる」こと（p.69）。対照的に母子生
活支援施設では他の施設群に比し、「保護者支援についての理解」を深めることができる

こと（p.70）。「障害児の理解」では障害児支援施設はもちろんだが、「児童養護施設での実
習がより障害児への理解を促す」（p.70）ことなどが指摘されている。 
xv 前掲、松藤光生・浦恭子（2018）、p.83 
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ĨƸ.x�Y���YƎȲKɀ��/:4ǲć�e 5Êȋ.51�ƎĆÁ2ɟʝ��G4

.51��/��Ŧɇ.�G	 

 

(3)x�Y���YƎȲKĺʋ#G�/2ʍ!-ŚʃB�ĩ��F=#�	 

 

 

 

� M�Z�l4 1 ćǸ.5x�Y���YƎȲĶË4Ɵʕ2+�-Ĩǫ2ɭć!'��3

ćǸ5�ȴÔ�Ǝ�G/!'E�Kȑ��%Gć�Kɔ�'	��ƐŃ�ȏȯ5èæƸ2

��- 1ĨŃÿ�4ɣȬ.�G�ŤĖǅĉ4Ɖ´�KŷŐ!��2Ďɛȁ�Ȁ¬ȁ4ǼȈ

Į2ŮĻ#GĨǫKĳɩ/!-ƒȊ´ŭMx�Z�^���ɂɐȓMx�Z�^��4Ɖ

´2+�-ŻĶ!-�'	='���ƞŃŇ�ƭŃŇ5ƕĨȭŻĶɆʚ2ĳŝ�%G'@�

JavaScriptʧ2017ŃŇʨ�BASICʧ2018ŃŇʨ.4x�Y���YK²ʢ�%-�G	

'(�Ȕɇ4ʏF��HE4Mx�Z�^��4Ɖ´2ʍ#GĨǫ4ȳáĿ5ĝ��	Ǣ

2ɂɐȓMx�Z�^��4Ɖ´4ĭáĿ�ĝ���ɂɐȓMx�Z�^��2ĳ!-4

ȹůŦɤ5ŏ�	2017 ŃŇ�2018 ŃŇ4�ŤĖǅĉ4Ɖ´�4ɣȬʋĢÞ4�ÞM�Z

�l5¦�4D�1Ȣƴ.�*'	 

 

� 2017ŃŇʧöɣȯ 36�ʨ 

�ɂɐȓMx�Z�^��.ɂK+�*'FƐŋ.ɐȓK!'F5.�=#�� 

� .�Gʫ13.9ʦʧ5�ʨ 

� �GȃŇ5.�Gʫ30.6ʦʧ11�ʨ 

� .�1�ʫ55.6ʦʧ20�ʨ 

 

� 2018ŃŇʧöɣȯ 37�ʨ 

�ɂɐȓMx�Z�^��.ɂK+�*'FƐŋ.ɐȓK!'F5.�=#�� 

� .�Gʫ2.7ʦʧ1�ʨ 

� �GȃŇ5.�Gʫ32.4ʦʧ12�ʨ 

� .�1�ʫ64.9ʦʧ24�ʨ 

 

 

#����������"��&�������
���

�! �!� �!� 

�� �� %����


��	�$��� �% ���	�

�� � �
���

% �	 ������
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� Ç2Aɓ!'D�2�ƭɣȬ5�JCGƒș4ĨǫKĳɩ2ƒȊ´ŭMx�Z�^���

ɂɐȓMx�Z�^���x�c�j�^��Mx�Z�^��4Ɖ´Kȭŗ�%G�/

KǸǴ/!-�G��ɣȬ4�ÞM�Z�l4ȢƴɶF�ɂɐȓMx�Z�^��4Ɖ´

.+=$��/�Ĝ�	 

� č 15 2018ŃŇ2µǬ!'ƎƮ4�ʂÔ.�G	ɂɐȓMx�Z�^��. ifʍƐK

µǬ!-ɐȓK�%Gɟʝ.�G����!'Ʊ©ŋKǬ�-4ÒǨ5�ɂɐȓMx�Z

�^��4Ɖ´4ĔǾ.�G/A��G	�=.2ȴÔ�ŷŐ!'Ĩǫ2ʏH6���!

'ÒǨ2+�-ʣȐĨƸ=.4Ǌʑ.ǨɌ�ȭŗ!-�1��/�Ĝ�	ƣ2��1E6�

V�|�m.4ƒĦËá2�ũH/��ĨǫAȸŁþǽɚ!-�G	 

� łŭ 22Ń4�ʣȐĨƸĨȭŻĶɆʚɌɝ� ŤĖȨ�.5�ʣȐĨƸ2��GŤĖƎȲ2

+�-�ĨȭŻĶɆʚȧÝ2��GɈīA�ĔƭǴ1Ɖ´BŤĖ���Kɰ2£��%G

�/KƜɓ�ʧȎ 1Ȋ�ȧɝ�Ȏ 14 44ʧ2ʨʨ!-�F��ķ���ʣȐĨƸ4ûǊʑ

.ŤĖǓǬ4ĭɯá2ÀG4.51��ŤĖ4ȁĨǴ1ǨɌBŤĖȀ¬2ñǯ#GŨŇK

r��`D�ɰ2£��%GƎȲ4ĭǧKǍ@G�ʧȎ 1Ȋ�ȧɝ�Ȏ 14 44ʧ2ʨʨ/

!-��ɓ4D�2Ɉī!-�G	 

 

�  � ÚàÐ=Q[BaDY_ÓÔÀ0§±nöÎÕm�÷�
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� �4D�2Ɉī�H'ƚĨȭŻĶɆʚ�.ĨL(Ĩǫ��ĔǾǴ1Mx�Z�^��4

µǬ2�ũH.�G�/�V�|�m.4ƒĦËá�Ɋư1�Ĩǫ�ĸ1�1��/KȮ

�G/�ƚĨȭŻĶɆʚ�.4ǧė4ŻĶ2³E�4ɟʝ��*'/Ȯ� GKŗ1�	 

� ǧĐ4Ĩǫ��4D�1ǣǏ2�Gðċ5Ƌ@-Ƽɑ!ĳŝȒKɣ"GśɆ��I�

����!'Ĩǫ�ħĐ!-�GǧǏ�.�H6�ƕĨȭŻĶɆʚ.ī@EH'ķĨƸ.

4x�Y���YƎȲ4ĺʋ5�=$�sd\�KƉ´#G��/4ĔǾ�EÊȋ2ȭŗ

�%G�/KƋ@-řŅ#;�.�F�Ȧı1ɐǯK´ŭ!'�.ĔǾǴ1Ɖ´Kǽĭ2

ȭŗ�%GśɆ��I�	ÞÓļ÷�Ǆƭɡƒ8ʨÐ.5�ńȄďÊ4»ɦȯKĳɩ/!'

ew�hlĒȌƬKÚǬ!'ńȄď.4ɻ72ƪœ#Gãƴ2+�-4M�Z�lȢƴ�

>�G	�ľğíá�� 51%��¨ȶ��� 49%��O��_Ɏ
~ ~

Ȼ�/�Ǔåƿ
~ ~

!?�/

� 46%��Ȯ�ɀ
~ ~

å�� 38%/�ŧŤ4ɂǧ�ŠȮ4ěé��G�5ŦɇKɂÓ�%Gi

��/!-5ɚɤ�H-5�1�	�H5�ý"»ɦȯKĳɩ2ɀJH'M�Z�l�į

ň.4ew�hlĒ PC4Ǭɵ�4Ȣƴ.��j�t�åǯ�� 51%/ƦAʣ���ƈŒ

ʧ22%ʨ��[��ʧ21%ʨ�/ȥ��/�EȮ�G/��JCG�`~{ȲÊ�/!-4

Ǭɵ��.�F�įň2��-�ŧŤ4ɂǧ�ŠȮ4ěé��G�5ŦɇKɂÓ�%Gi

���/!-5</L0µǬ�H-�1�ʧ��ȣ����Ɛ�ɎȻ�&7��sa��

�ʗƿ�4Ċȑǥ5��$HA 10%ù2ǰ=Gʨ	 

� �M�Z�l4ȢƴK>GʏF�įň2��-4ew�hlĒsd\�4µǬ5Ƙħ4

� ��³�Ô¡�ÛðÍ 1 Ë�Òy�Í 4 0 2 0ö9÷ 
�§ÇÏ0¡�/�%'*1�tÌ9C_NXaFa6��èoLHJ^a@.-0

���¸/�;Þ"P�C_NXaFa+©�<uz$:.-0�°Â.¥m6��

VZ\<æ/i��ëw/ºÀ+�:7�/$:%40�Ôº|<s�$:,,5

/� ;80���¸/{�ÜÖÝ§±6§×µ�.-0§±`§v0ëw.ºÀ<

�: ,� 
 
� d�³�Ô¡�ÛðÍ 1 Ë�Òy�Í 4 0 2 0ö10÷ 
�§ÇÏ0¡�/�%'*1�¾�9��VZ\<æ/i��C_NXaFa6��

èoLHJ^a@.-0���¸<ëw�(elÂ�É´Â/ºÀ+�:7�/$:

%40�Ôº|<s�$:,,5/� ;80���¸/{�ÜÖÝ§±6§×µ�

.-0§±`§v0ëw.ºÀ<�: ,� 
 
� òÏ�³�Ô¡�ÛðÍ 1 Ë�Òy�Í 5 ¶0 5 0ö10÷ 
�§Ç`ÇÄÏ0¡�/�%'*1�¾�9��VZ\<æ/i��C_NXaFa

6��èoLHJ^a@.-0���¸<ëw�(�åÂ�elÂ/ºÀ+�:7�

/$:%40�Ôº|<s�$:,,5/� ;80���¸/{�ÜÖÝ§±6§

×µ�.-0§±`§v0ëw.ºÀ<�: ,� 
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ǦÏBɉȰɊǅĉ4Ŋʉ2ɼ�1�/Ȯ�G;�.�I�	 

� ńȄďÊ�`~�lvS�Bew�hlĒsd\�2ɍHGǅ¬KęB#�/5�ŤĖ

ǅĉKƉ´#GȡʢKƛƪ�Eȇ?�/.�F�ŤĖǅĉ:4ŶŴKǗE#'@2AśɆ

1Ǔå.�G/Ȯ�EHG	x�Y���YƎȲKʋĢ#GķĨƸ.4ƎȲ:4ſȥKť

ī!'ew�hlĒsd\�4µǬ�Ï²Ǵ25M�Z�l. 10%ù4Ċȑ2ǰ=*'��

ȣ����Ɛ�ɎȻ�&7��sa���ʗƿ�KǸǴ/!'µǬ4�.�ńÊ2ehg

z�4µǬBdvlPQMV�|�mKǬ�-4ƒĦËáKȡʢ�%GėʖKĜ�#G;

�.�I�	 

 

(4)3 ćǸ.�ŚʃB�ĩ��G�/ȑ�'Ɩ5�ȗî.ǁ�=%L4.ǨǮKƎ�-�(

��	 

� 4 ćǸ5 3 ćǸ.�x�Y���YƎȲKĺʋ#G�/2ʍ!-ŚʃB�ĩ��G�/

Ċȑ!'ĨǫKĳɩ2!'ɓɳŋ4ɔć.�G	¦�2ĊȑKÌ-ż�G		/ý"��

Ċȑ25 aʯp4ɓúKŽ*'	 

 

a. ȴÔ�x�Y���Y2Ǳ�'@	 

b. x�Y���YA�2Ǝ�EHG�y�.51�'@�ĩ	 

c. ȴÔ�Ǝ�EHGűʆKź*-�1�*'E�ĥ·')2Ǝ�G�/�.� 

G�J�E1��E	 

d. ȴÔȴɰ�&HE4µǬ2ɘ!�1�ǫŕ2Ǝ�EH1�	 

e. ǻɤ�1�	 

f. ĵʊš�1�	 

g. Ǝŀ�ǉ!�ǻɤK­�G�/�.�G4�	 

h. Ǝŀ.51��ěʂ4ɣŀKă94�D�/Š�	ĨƸ4Ǝŀ2&L1Ơʌ 

5</L01�	 

i. ʀÕ1ŻĶ�.�G�0��	 

j. Ɖ´KĪǩ2�1%Gȴ¼�1��E	 

k. &�=.ĉǬ.51�	 

l. O~OgO��_�.�1�	 

m. ȴÔ�ö�'�/�1�4.O��_�.�-�1�	 

n. ŻĶ4¡Ɩ�O��_.�1�	 

o. ĝĨ.ŻĶKö�-�1�	 

p. x�Y���Y�ȹů1ĥ·204D�2]}�l#G�	 

 

� Ċȑ a�E k=..�ȴÔ�ǨɌ!-�1��/KÊȋ2ŻĶ.�G4��/���ĩ

�Ǹȉ+	Ç4ɣȬÞM�Z�l4k�e/ʄ3üJ%G/��ĨƸ�ʣȐĨƸ=..�ȴ

Ô5\�u��e�4Ɖ´�ȹů�.�F��ŔA�ĩ�/��O��_Kź+Ĩǫ��
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īƐħĐ#G�/21G	Ç2ż�'D�1ɈīKź*'ǧɀŻĶɆʚ�.4�ĨƸ�ʣ

ȐĨƸ4žƽKö�-�-�GĨǫ��ĩKɊ�-�G/��ǧǣ�E5�ǧė2A�ī

4ßü.x�Y���YƎȲ2�ĩKɊ�-�GƎĆ�ħĐ#G/Ȯ�G;�.�I�	 

� Ċȑ h4�ĨƸ4Ǝŀ2&L1Ơʌ5</L01��A�c��Ex�Y���YƎȲ

4ƎƮK´ŭ!�žƽǙÂKɀ��/KȮ�H6�ƎĆ4ɪŷę.!�1���ĩƮƓ/

1G�/5ǨɌ.�G	 

� Ċȑ lʯn4�ŻĶƖǐ�O��_.�1��/��Ċȑ5��H5ǧĐķĨƸ�ŵ�-

�Gćʝ.A�I�	ƣ25Ċȑ o 4�ĝĨ.ŻĶKö�-�1��/Aʍɸ#Gɟʝ.

�G	 

 

(5)x�Y���YƎȲ5�śɆ1ɡǨǴŠȮáKɰ2£�G��/�ǸǴ.#���H2

+�-�ŦɇBŧť��H6Ǝ�-�(��	 

� ƭć5�ƕĨȭŻĶɆʚ2ɓ�H'�ʧx�Y���YK²ʢ!1�EʨɡǨǴŠȮá

Kɰ2£�G'@4ĨȭǓå�ʧȎ 1Ȋ�ȧÝ�Ȏ 34 14(3)Oʨ2ʍ!-4ŦɇKɓɳ

!-AE�'@4ɔć.�G	ǂ
1Ŧɇ�ɓ�H�x�Y���YƎȲ2ȱīǴ1A4�

ĀīǴ1A4�Ƃ*'	='�x�Y���YƎȲ2ĳ#GɉǛA�ƎȲĨʂǫ/��Ĩ

ʂ4šƹ�E�ƎĆ/1G¾�4Á4ćʝ/Êȋ4Á4ćʝ/4ôƖ4ɉǛ�E4Ċȑ�

�*'	 

 

a. x�Y���Y2��-śɆǴ
~~

1ɡǨǴŠȮáKɰ2£�G�.�Ďɛá� 

ÞƃƱ©/!-śɆ21G4.51�(I��ʬ 

b. ɡǨǴ1ŠȮ5ƐĨ.ɰ2£�	 

c. �ĨűɁ4Ơʌ�E.AëÔ.�G/Š�	 

d. Ȥĳ2ɡǨǴ21HG�0��5Ô�E1��H0��GȃŇ4ãƴ5�G 

/Š�	ǅƺ�Š*'D�2å�%1�/�2ǅƺ�ţ�4.51��ȴÔ 

4Ű��ţ�/Ô�GD�21G/Š�	 

e. ȴÔ�ö�'x�Y���YƎȲ25&4D�1Ŧč��G/5ŧ"1�* 

'	 

f. �H=.4&��*'žƽ.śɆ1áK>
~~

2+�EH-�1�	 

g. x�Y���Y4žƽ5Ȁ¬.śɆ1`V�/!-Ĩ9A4(/ɚɤ!-� 

'	 

h. sd\�Kµ��/Ažƽ4 1+21G1L-�Ơ¤�0L0Lk_e�é 

!-�G4(1/Ȯ�G	 

i. &A&A4x�Y���Y2ĳ#Gʀš4ćʝ�E�ɡǨǴŠȮáKɰ2+ 

�G�2ȵE1�ÊȋǫŕAÓ-�G/Š�	 

j. �B8B#�G�/2â��x�Y���YƎȲ.1�-Aɫ�G	 

k. x�Y���Y.��ɡǨǴ1ŠȮ/5³14�	 
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l. &4ǸǴ5��H�E4Ȁ¬2śɆ1á(/Š�	 

m. \�u��e�5ǽ�2¹Ú(��\�u��e�2DGÒǨ2ʜF#�- 

!=�/�ʌ4Ȯ�Gá�°�#G4.51��	 

n. Ǝŀ�ÎɶɚɤKź*-ɀ��/�.�H6��/Š�	 

 

� x�Y���YƎȲ2ĳ#G�ĩKɓ!'Ċȑ�Əɇ�HG	&4ðċ25�Ç2ɳ;

'D�1�sd\�4Ɖ´2ǟɾ!-�GJ�.51���/�ż�EHD�	='�x

�Y���YƎȲ5ƕĨȭŻĶɆʚ�E4ĶË/���/A�F�žƽ4O��_�!,

E�*'D�2AŠJHG	 

� ¦��ȏȯ4èæƸ4Ĩǫ2ĳ!-ɀ*'M�Z�l/�ŷŐɣȬ2��GĨǫ4ǣǏ

KÅ2�ƕĨȭŻĶɆʚ�4ķĨƸ.ĭƗ�HGx�Y���YƎȲ2ĳ#G�ĩ2+�

-ǀɋ!->'	��!'�ĩ2+�-�¦��ȊKĚ�-Ȯ�->'�	 

 

3. �Q]AZS_A§×�0áñ 
� ÞȊ.5ȏȯ4èæƸ4Ĩǫ2x�Y���YƎȲ2+�-4M�Z�l2ȑ�-AE

��&4M�Z�lȢƴ4ÔƳKÅ2�ǧĐ�x�Y���YƎȲ��ź+�ĩ2+�-

Ȯ�->'	¦�.5ƣ2Ï²Ǵ1ćʝǛ2+�-Ȯ�->'�	 

� ǧĐ�ķĨƸ4ƎȲǧė.x�Y���YƎȲKĺʋ#G�.4ćʝǛ/ʞ®4�ĩ��

�ɓ4M�Z�lȢƴ2ǧH-�G/Ȯ�EHG	+=F�Ǝ�GÁ4ǻɤ�űɁ�4ć

ʝ.�G	 

� â�-�ĭʒ2ķĨƸ.x�Y���YƎȲKĭƗ#Gʒ25�žƽ.µǬøȳ1\�

u��e��³ù�G4��žƽ�2q�mPQM4l�w��ǳǫ!'ʒ2ĳŝ.�G

²Ü�ƑÂ�H-�G�Ȑ/�*'ćʝA�I�	q�mPQM4l�w�:4ĳŝ5ž

ƽǬ4\�u��e�4�ÂǅKĜ@2ǬŦ#G�/.øȳ.5�I���2020Ń5Ĕƭ

dvlʧOSʨ4ËHƥ�Ơƪ.�F9ʨ��ȓǴ20H<04ùƐKǽ».�G4�4ɇɶ

!5�ɴƜ.�I�	 

  Ç4M�Z�l	.�C ɎɛKǬ�'ŤĖƉ´KķĨǫ.ȭ�/ö�ǈ@EH-�G�

/�*'Ċȑ��*'	ƕĨȭŻĶɆʚ�ůŌ/A2Ɏɛ4Żī5ǽɚ.�1�	ǧĐ�

x�Y��Ɏɛ5 1500ȅʞ<0�ħĐ#G/�HG10ʨ	ŤĖə�ɞȯKĳɩ2�ơǊµ

*-�Gx�Y���YɎɛ�2+�-4M�Z�lKĭƗ!'/�I��C/C++�

�JavaScript�K5"@/!' 24 ȅʧ�&4¢�Kʐ�ʨ�ż�*-�G11ʨ	�HE5

µǬ#Gėʖ�ǸǴ2ŝ"-ʋǳ�H-�F���4x�Y���YɎɛKȭŗ!-��

6�¢5�Ɇ�/��šƹ4A4.51�	='�ƙ
ƕ!�Ɏɛ�ʋǳ�H-�F�ǧ

Đ�ķĨƸ.4x�Y���YƎȲ/4ǹš4D��E�ǌ4 ScratchʧʋǳʫMIT�k

NM�|ʨA�ʋǳ5 2006Ń/x�Y���YɎɛ/!-5ƕ!�ʂʞ2ËG	 

� Ç2 Scratch K5"@/!'�t_�M�x�Y���YɎɛ��
ůŌ�.ƀĠ�H

-�G�/KɍH'��Scratch .5Ëáǅĉ4�)~P`KµǬ#G�/�Ĝ��Ȣƴ
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Ǵ2V�|�m.4Ëá2ǟɾ.�1���G�5ǟɾɷŇ�ɺHG4.51��/��

�ĩ�ǫ"G	 

� Ç2x�Y���Y5�sd\�2Ą¥K!�Ǣī4´ƽKĭɀ�%Gɀǜ.�G/ɳ

;'	Ç4M�Z�l�2�x�Y���Y.��ɡǨǴ1ŠȮ/5³��/��Ċȑ�

�*'��x�Y���Y

.���ɡǨ�/5�ÒǨ�

Kɀ�'@4�Ʊ©�.�

F�Ʊ©KȠ>üJ%G�

/.ÒǨ�ɹɀ!-C�	

�JCG�v��g��l

ʧǔHčʨ�5��4ÒǨ4

ǔHKč2!'A4.�

G	¶/!-ŌǬ!'č 2

5�Ğ¿4D!ţ!2D*

-ȂåƖǐKĚ�G�/

Kǿ#A4.�G12ʨ	��!'ÒǨBÒǨĚƣ4Ʊ©Kǿ#�/���JCG�x�Y�

��YǴŠȮ�.�G	 

� �4D�2Ʊ©BÒǨKčǿ#G�/5�¢4Ǝȁ.AǓǬ�ƪœ.�G	ȓƐ�Ǩȁ

/�*'ǨƐșƎȁ(�.51��Ďɛ�Ȁ¬/�*'ƒșƎȁ2��-A�ŠȮ4ɼȃ

Kǿ#ůǐ/!-ǓǬ#;�.�I�	 

 

4. Q]AZS_A§×0RLEU_J 
� ķĨƸ4ƕĨȭŻĶɆʚ.5�x�Y���YƎȲ/!-¦�4 5+�¶ǿ�H-�G	 

� �ĨȭŻĶɆʚ2¶ǿ�H-�GîÅȐ.ĭƗ#GA4�/!-¶ǿ�H'A4ʧAʨ4

¢��ĨȭŻĶɆʚ2¶ǿ�H-5�1���ƕĨȭŻĶɆʚ2ǿ�HGûƎȁȐ4Ðİ

� �� «�/��:O]aGWaJö»;�÷0bn�

 

A ö��³÷�Ô¡�Ûð/nÅ!;*4:~rÏ+�ª$:50 
 
� Aø
 Q]AZS_A<è"*�·�ß�0��<�/·�ß�<���ï 
 öÐ¨ Í 5 ��÷ 
� Aø� æ0�9/1î¹0�ä6q�<xÀ"%êv93: ,Ï<Q]AZS_A

<è"*�Ô$:�ïö½Ç Í 6 ��÷ 
� Aø� ���}0é�,¾º6Æk0�}�<¢Êáñ,"*�Ô$:�ï 
 öÒ�Â.�Ô0­í÷ 
� Aø
 �2&0óz,�� Ù�<¢Êáñ,"*�Ô$:�ï 
 öÒ�Â.�Ô0­í÷ 
� Aø� ��� Ù<¾�"%¾¿6g0�/7:50)�9�<¢Êáñ,"*�Ô

$:�ïöÒ�Â.�Ô0­í÷ 
�



-34- 
 

KŻĶ#G�.ĭƗ#GA4�/!-ʧBʨ��ƎȲɟȃÐ.ûƎȁȐ/5Ù2ĭƗ#GA

4�ʧCʨȐ�Ɉī�H-�G13ʨ	ƕĨȭŻĶɆʚ2ǿ�HGŻĶÐİ5�Ǝŀ/Êȋ/

��GȃŇ4\�u��e�4Ɖ´űɁKȭŗ!-�G�/�Þƃ/1*-�GD�2Š

JHG	¶�6ʧAʨ.Ɉī�H'ȓƐ4žƽ.5ÞÓ4 ScratchKµǬ#G¶�ǿ�H-

�G	B 2>�Gʗƿ4žƽ4¶2��-5�ǂ
1�a��se��KȠ>üJ%-�

=/=F4�GʗƿK+�G/��ɟʝKɔī!�x�Y���YɎɛò5à´Ǭdvl

ȐKǬ�-ʗƿK+�G�/�Ȯ�EH=#�/�G	.5�Êȋ5��!'\�u��

e�4Ɖ´űɁBx�Y���YɎɛ2+�-×ȐƎȲ404Ǌʑ.ȭŗ#;�.�I�

�	 

� ¦�4č 35ƫƯƜūȼ�ʤ�Ƣğ�ĕǭʥ�Ƕ½4
ŤĖĨȭƊƆi��ʫĭɯT�

m&q�mwhX�14ʨ2-Ȟ �H'�ŤĖǓǬ4ĭɯáKȲŭ#G�/2+1�GĨȭ

ǓåKĨŃ�/4ɂ2ƑǨ!'Ǝŀÿ�4ɬƓ.�G	 

� ýɬƓ5�×ȐƎȲ4ĨŃ�/2Ûɾ#;�ŤĖÒǨ4Ǌʑ�ƑǨ�H-�FĝĚ2ƨ

Ǭ.�G�Ɩ�ɂ2ƃǿ�H'ŤĖǅĉKǓǬ#G'@25�Êȋ4�ī4űɁ4ȭŗ�

śɆ.�I�!�ȭŗ4'@4ƠʌʃÔAǍ@EHD�	+=F��4ɂ4�Ƶě�2�

Gʧɂ4Þƃ21*-�G/A��ŗGʨűɁ�ǻɤ4ȭŗ1�!-5�ǯʠ2ȟJF�

31�	��~Ħ4ĨȭŔ2V�|�mKµǬ#Gʧ+=F���~ĦËáKşʛ2ȫ�

-�Gʨ�/Kɐǯ!-�G'@��Ȏ 2ĨŃ=.5V�|�m4µǬKʁ�-�G	Ì

-4Êȋ�&�.�G/5ƔɎ.�1���ǧĐ4Êȋ5ńĸƪ�E`~�lvS�Be

w�hlĒ\�u��e�2ſ!-�Gøȳš�ʣ�/Ȯ�EHG	ǧĐ.5ew�hl

Ē\�u��e�KµǬ!-4ĭɯ¶AȞ �HĢ@-�G�15ʨ�Ȏ 1�Ȏ 2ĨŃ2��

-Aew�hlĒ\�u��e�4dvlPQMV�|�mKµǬ!-4ƒĦËáKƼɑ

!-AD�4.51�(I��16ʨ	='�Ĝ�4ew�hlĒ\�u��e�5ěʂ�o

e�4µǬ�øȳ.�F�Mhx�Ȁ iOS ¦ě4ew�hlĒ\�u��e�4Ĝ�.

5�USBB BluetoothK !-4V�|�m/~P`4ſȥ�µǬ�øȳʧǧĐ�iOS.

~P`5µǬ.�1�ʨ.�G	ĨŃ�ɹ>Êȋ���~ĦKĨȭ!'Ŕ5�ÞÓč 34

Ȏ 3ĨŃ¦ʎ4Ǔå2>�GMx�Z�^���.4ƒĦËá´ƽ25��ĨƸ�ʣȐĨ

Ƹ.4ŤĖĨȭKşʛ2ȫ��ew�hlĒsd\�2�oe�/ǡǨV�|�m/Kſ

ȥ!-sd\�4µǬŧ2ũH�%G�/AƼɑ#;�.�I�	 

� V�|�m4µǬ2+�-ɳ;'��¢2A��!'ŤĖǅĉ4Ɖ´2ʍ#GT�V�

��KȨŭ#Gʒ25�Ëáǅĉ4µǬ�Mx�Z�^��4µǬ/�*'sd\�4Ɖ

´`V�K5"@�k_e�T��B`V�n��x��e�B�G�5ěʂɓŬɄȫ4

Ɖ´Kȭŗ!-C��/A�øǆ.�G	�´ƽ4�.ȭŗ.�G�/��Ŧɇ5A)I

L�I�	!�!�ĔǾǴ1Ɖ´4ȭŗ4ƠʌKǺ�'F�ȭŗ4ƟʕKǽɚ%$2ȟJ

E%'F#G�/5�Ŕ
��sd\�Ĥ��4ÊȋKǫ>Ó!�x�Y���YƎȲ4

ĭƗ¦Þ2ćʝKǫ"�%G	 

 



-35- 
 

 

� �� ¯²¬�Ø�ôc®�`�ÁõfÃp1���Ô¦¤Ia\�

������ù�å>aK�M_KPH@2��� £ç��



-36- 
 

� łŭ 29 Ń 2 Ƨ2Íʋ�H'�ķĨƸ2��GT�V����~p_��l4ĐFƖ2

ʍ#GƼɑ¬ɥĖāƤ�4�ƭĖāƤ43E��25�ƎȲɟȃ2Ĕ,�ȠȪǴ�ɐǯǴ

2ƎȲǓå4ɭ4ÿ�KčGT�V����~p_��l4¯ȫ,�/!-��ƎȲÐİ

4ɭ4ÿ�2ÿ�-�ĥ·')4ģBđē4ǧǣȐ2ʍ#GɠƷBûȅk�eȐ2Ĕ,��

ƎȲɟȃKȨŭ!�ĭƗ!�ɖ¸!-ƋĈKčG�ɸ4 PDCA]OX�Kǽȉ#G�/�

4�ƒ�>�G	x�Y���YƎȲ2��G Plan-Do-Check-Action ]OX�4ǁȖ5

ķĨƸ2��G�Ŕ4ĭɯ4ȇ>ʄ34�.ǻɤBűɁ�Ƚȇ�HD�	!�!�PDCA

]OX�KĊ#¦Þ4 Research��ɮ!-�-5�ʀÕ1 PlanK«ǯ#G�/�.�1

�	Êȋ�x�Y���YƎȲ2õFȠ?¦Þ2�Êȋ�ŤĖǅĉK04ȃŇƉ´.�G

��sd\�BMx�Z�^��2+�-4ǻɤK04ȃŇź*-�G�KʀÕ2Ųƅ!

1�H6�04D�1žƽKɔī!D�/ƪœ�H'ƎȲãƴKŗG�/5�øȳ.�I

�17ʨ	ķĨƸ2��-Êȋ�Ƚȇ!'ŤĖǅĉ2ʍ#GǻɤBűɁ5��ȐƎȲ2+1�

*-C��/�Ʃ=HD�	¦��ȊKĚ�-�ķĨƸ2��Gx�Y���YƎȲ/�

ĨƸ4űɁȁ/4ſȥ2+�-Ȯ�->'�	 

 

 

5. h�0áñ� &Ñâ/j�*& 
� ��.�
ůŌ�2��G�x�Y���YƎȲ4ģç2+�-ÑŇǽɚ!-��'�	 

 

M \�u��e�KǬ�$2ɀ�ŻĶ4Ȯ�Ɩ 

\�u��e�KǬ�$2ɀ��x�Y���YǴŠȮ�KȲŭ#GŻĶ2+�

-5��H=.2ĭɯ�H-�'ĨȭǓå4�2A�¶�6°ĨŃ4ÊȋKĳɩ

2!'Ǔå10.ɇ�(#�/�.�=#	'(!�ĨȭŻĶɆʚ.5Êȋ�x

�Y���YK²ʢ#G�/KǍ@-�F�x�Y���YƎȲÌ²2��-Ê

ȋ�\�u��e�K</L0Ǭ�1�/���/5Ʃ=!�1��/2ǰŦ#

GśɆ��F=#	\�u��e�KǬ�$2�x�Y���YǴŠȮ�KȲŭ

#GŻĶKɀ�ėü25�Êȋ4ǳɾ4ǊʑKȮŪ!1�ET�V����~p

_��lKɀ��/.Êȋ�\�u��e�KǓǬ!1�Eɀ�Ĩȭ/ʀÕ2ʍ

ɸ�%-ĭƗ#G104ľğ�Ʃ=H=#18ʨ	 

 

� 
ůŌ�5ŻĶɆʚ4Ɍɝ/ýǂ�ǐǴ1ŸưáKź'1�'@��ĨȭŻĶɆʚ.5

Êȋ�x�Y���YK²ʢ#G�/KǍ@-��-A�ĭʒ4ƎȲǧė.5�ʧx�Y

���YƎȲ2��-ʨÊȋ�\�u��e�K</L0Ǭ�1���¶�Ĝ�1G4.

51�I��	��=.2>-�'ƎĆÁ4ǻɤ�űɁ�ɮ�ǪĘ4�Â�&!-�ĨƸ

4Ƀʆ2ª�H-�G��&4ǨǮ/!-ż�ŗG	 

� ķĨƸ4ƕĨȭŻĶɆʚȎ 1Ȋ�ȧÝ�Ȏ 34 14ʧ3ʨ2��-�ķĨƸ2��Gx�

Y���YƎȲ�ƕĨȭŻĶɆʚ2ɓ�H'�ŤĖǓǬȳá10Ì-4Ĩȭ4ĔǷ/1G



-37- 
 

ɬɭ�ȳáKʄɉ#G�/�KȲŭ#G'@4Ɇȝ/!-¯ȫ,�EH'��ķĨƸ.Ȳ

ŭ�H'ŤĖǓǬȳá5�ĨƸ2��-04D�2ǓǬ�HG4.�I��	 

� łŭ 33ŃŇ2ĪÌĭƗ/1G�ĨƸ4ƕĨȭŻĶɆʚȎ 2ȊűɁÔʅȎ 2�Ðİ�4 D

.5��ĨƸ4űɁȁ4ŤĖîÅK¦�4D�2Ɉī!-�G	 

 

Ȏ 2� ûÔʅ4Ǹǃó7Ðİ 

 �űɁÔʅ� 

2� Ðİ 

D� ŤĖ4űɁ 

� ǫǓBȀ¬KƊ�GŤĖ4űɁ2+�-ɠ;GǓå10Kɶ!-�Ǉ4�ʘ

Kɰ2£�G�/�.�GD�ŻĶ#G	 

M� ŤĖ4ɂǧ�ɓʇ�ɐȓ�ɶ¼4ǢšȐ4ðǨ�ǐÝ/�ŤĖ4k_e�é�

BÒǨ4ȴåé�̂ `j�é�ŤĖbV��jNȐ2ʍJGĔǾǴ1űɁ4¡Ƞ

>ó7ŤĖ���4śɆš2+�-ǨɌ#G�/	 

O� űɁ2ɲ@EH'ćʝɌǎ4ľğ2+�-Ȯ�G�/	 

 

� ǫǓBȀ¬2��GćʝK�phl��XKÚǬ!'ôƖÿš4�G\�j

�i4x�Y���Y2D*-Ɍǎ#GǓåKɶ!-�Ǉ4�ʘKɰ2£�G�

�/�.�GD�ŻĶ#G	 

M� ŤĖɶ¼phl��X4ǁŭ/�ŤĖKÚǬ#G'@4ĔƭǴ1¡Ƞ>KǨ

Ɍ!�ĩÌ�ʀÕ1x�Y��4Ü´�å´4ǽɚó7krhYȐ�.�G�/	 

O� ćʝKɇ�(!-ɟʝKɔī!�µǬ#G�kNMKɅü#GƖǐ/&4ã

ƴǴ1ÚǬƖǐȐKǁť!-ŤĖÒǨ4ůʙKÏ²é#G//A2�Ü´4ɼȃ

BȢƴ4ɖ¸�ƋĈó7½ǉ2+�-Ȯ�G�/	 

 

� ǫǓBȀ¬2��GćʝK�ɐǘ�ÜŘ4x�Y���Y2D*-Ɍǎ#G

ǓåKɶ!-�Ǉ4�ʘKɰ2£�G�/�.�GD�ŻĶ#G	 

M� ɐǘ�ÜŘ^`j�4¡Ƞ>KǨɌ!�ĩÌ�ʀÕ1x�Y��4Ü´�

å´4ǽɚó7krhYȐ�.�G�/	 

O� ćʝKɇ�(!-ɟʝKɔī!�ËÓá�HGk�e4ǔHKÅ2ɐǘ�Ü

Ř^`j�Kǁť!-ŤĖÒǨ4ůʙKÏ²é#G//A2�Ü´4ɼȃBȢƴ

4ɖ¸�ƋĈó7½ǉ2+�-Ȯ�G�/	 

 

� łŭ 20ŃÍǿ4ƚ�ĨƸŻĶɆʚȎ 2Ȋ�ûƎȁ�Ȏ 8ȕ�űɁ�įň�4 D4(3)

�x�Y��2DGɐǘ�ÜŘ2+�-�2Ɉī�H'�M� \�u��e�KÚǬ!'

ɐǘ�ÜŘ4ĔƭǴ1¡Ƞ>KǻG�/��O� ŤĖÒǨ4ůʙKȮ��ȗî1x�Y�

��´ŭ.�G�/�/�*'ɓɳ/ǋɱ#G/�Ɯǽ2Ðİ�ŹÆ�H-�G	='�



-38- 
 

x�Y���Y´ƽ(�.51��krhYȳá4ȭŗAɈī�H-�G	�H5�x�

Y���Y4ȡʢ��G��E�x�Y���YKǨɌ!-�G�Ǌʑ:4ȂɀKǿ!-

�F��Ŕ�ĨƸ4ǧė2ųË�HGƎƮ4ÐİǇȎ.5�G��ǫŕ25&H1F4ǻ

ɤ�Ǎ@EHD�	ķĨƸǊʑ.4ŤĖƎȲ��ëÔ.�G/�=$�ĨƸ4űɁȁ.�

ƣ25ʣȐĨƸ4ŤĖ.+=$�-!=�øȳš�ʣ�	D*-�ķĨƸ4Ǌʑ.ś$s

d\�BMx�Z�^��4ĔǾǴ1Ɖ´Kȭŗ�%1�H61E1�(I�	krhY

.��6�t_�M�x�Y���YɎɛ.5R���hb�_�ɂǿ�H1��/��

G��R���hb�_Kɂǿ#Gx�Y���YɎɛ2ɍH-���x�Y��K½ǉ

#GƖǐ2+�-Aȡʢ!-���/��`��a1´ƽ2+1�I�	 

� ķĨƸ2��Gx�Y���YƎȲ5sd\�4Ɖ´űɁBʍɸǻɤ4Ƚȇ1!25ĭ

KȢ61��/�ťÃ�HG	x�Y���Y&4A44ŻĶ4'@2A��Þ4

ResearchKʄɉ!'ɐǯK´ŭ!�ãƴǴ2sd\�4Ɖ´űɁBʍɸǻɤ4ȽȇKčF

ŗGT�V���4ǁȖ�śɆ.�I�	 

 

1ʨ ļ÷ġą�ǄƭŞąʧ2018ʨ�ɨĲ1ŤĖǪĘ�.4�x�Y���YƎȲ�:4ƪ
œ/�ĩʫƎŀ�»ɦȯ:4ȗƝɠƷ/�UOmƤȘ�4ǋɱ´ƽ�E�
êǕɽƎȲ

ĝĨȚɆ� ƎȲȁĨȨ�69ʧ1ʨʩpp.11-18. 
2) 
k_e�ǠO�f`2018�ʧ2018ʨ,ʓȺȀ,�x�Y���YʭTeTnɛʮ�.  
3ʨ
ůŌ�5�http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1403162.htm� 2
-Íʋ�H-�G	 

4ʨǑ 3ʨƤʩp.2. 
5ʨǑ3ʨƤʩp.4. 
6ʨɡȮK=/@'A4/!-5�ƎȲűɁȨʓʂȨʓʧ2018ʨ
ȧüƎȲűɁ ęÖʫƕ
ĨȭŻĶɆʚƠ¤4ʌɿ�1�x�Y���YƎȲ�ķĨʡ� ��G	 

7ʨÞƁ� ļ÷�Ǆƭʧ2018ʨʩp.12. 
8ʨÞƁ� ļ÷�Ǆƭʧ2018ʨʩp.13. 
9ʨ2020 Ń 1 Ƨ 14 ƙ2 Microsoft Windows 7 4]}�l�ȟ�#G'@�Ĕƭdvl
ʧOSʨKÑO�`l��2DGĳŝ(�.51��\�u��e�ƭ²�/�Ƅ#G�
/AťÃ�HD�	 

10ʨę�ƍÈʧ2018ʨ
x�Y���YɎɛčʈ�d^�ʪ 
11ʨĩȿǉȷʧ2018ʨ�O�]Olx�Y���YɎɛÚǬĭŨɠƷʫ1000�ɠƷ.>'� �  
l��m�
ƙȡ system�ʧ308ʨʩƙȡ BPȀʩpp.50-57. 

12ʨɧĹ��Fȼ�ɧĹɨĴǶ½ʧ2018ʨ
Ƌɏ 3 Ǡ� �H�E5"@Gx�Y���
YĔǾ4ĔǾ�űɁɖɡȀʩp.134. 

13ʨ AʯF4ÔʞBÏ²Ǵ1�¶2+�-5��ĨƸK�Ś/!'x�Y���YƎȲ}
�e��https://miraino-manabi.jp/example/c� Kñǝ�H'�	 

14ʨ2016Ń 12Ƨʩ��EȀ	 
15ʨęǭɊʧ2019ʨ�ICT ǅĉKǓǬ!'�!���,�F�
ɉȰɊƎȲ�ʧ856ʨʩ
ƙƭɉȰɊƎȲí¬ʩpp.62-63. 

16ʨʣƫǒ±ʧ2019ʨ�Ȏ 2ĨŃĎɛȁ�T�_�5�%4ĝ5+@���ʧÞƁ
ɉȰ
ɊƎȲ�ʧ856ʨʩpp.60-61.ʨ.5�t_�M�x�Y���YɎɛMx�Z�^��

                                                   



-39- 
 

                                                                                                                                                     
�t`Zhl�ʧʋǳʫk_e�}Zhlʨ/ew�hlȌƬ/KµǬ!'ĭɯĖā�

�H-�G	 
17ʨÊȋ(�.51��ƎĆA�ȴÔ�04ȃŇŤĖǅĉKƉ´.�G4���ȴÔ5Ť
Ėǅĉ2+�-04ȃŇ4ǻɤKź*-�G4��4ǽɚK#G;�.�I�	śɆ.

�H6��G�5ŤĖÒǨűɁȯɗʢʧĭƗ:Ǥȉɀƌǐ�ŤĖÒǨƀɹǅǁʨ4öʢ
10AƼɑ�HG;��A!H1�	='�ʣȐƎȲ4ė2��-A�×ȐŤĖȁ�K

ɔ��ķĨƸ2��Gx�Y���YƎȲ4ĭɯ2+�-4ǼȈKɹ@GśɆ��I�

	 
18ʨǑ 3ʨƤʩp.19. 



-40- 
 

2018年度 KJCランドの運営を振り返って 第 1報 
―学生を対象としたアンケート調査結果から― 

 
穴水ゆかりⅰ・篠木真紀ⅱ・岩野布美子ⅲ・白川和希ⅳ 

進藤信子ⅳ・吉川修ⅴ・井上薫ⅵ 
 
 
1. はじめに（調査の目的）  

 2014年度から開催されてきた「KJCランド～子どものあそびの日～」は、今年で 5年
目を迎えた。 
これまでは現 A校舎の多くの教室を使用して朝から夕方まで行い、来場者 300～600名

にのぼった大規模な行事として実施してきた。今年度は校舎耐震工事等の都合により、体

育館の他には B校舎 1階の 1室を使用、おおむね午前中のみの時間帯で行い、来場者は
200名程度という、例年と較べると規模の小さな行事となった。同時に教員の異動に伴
い、これまで主体となって KJCランドを運営してきたゼミが存在しなくなったことか
ら、KJCランド運営委員会を立ち上げ、委員が主体となって実施した。 
幼児教育学科内の状況が大きく変化した中で、今後も KJCランドを存続させるのか、

存続させるのであればどのように運営していくべきかを議論する必要があると考えられ

た。そこで来年度は行事の主体となる 1年生及び、昨年度のようすを知るため今年度の運
営と比較できる 2年生を対象に、今年度の反省と来年度の KJCランドのあり方を考える
ための一助とする目的で調査を実施した。 

 
2. KJCランドとは 
「KJCランド～子どものあそびの日～」とは、「釧路短期大学」の英語表記 ”Kushiro 

Junior College” の頭文字からつけられた名称で、釧路短期大学を会場に子どもたちが楽
しく遊べる１日をつくることを目的として 2014年度より開始された。 
 幼児教育学科で長く実施されてきた「子どものためのオペレッタ」をバージョンアップ

して、学生が企画・運営する、子ども達が自由に自分のあそびの世界を体験できる場とし

て企画された。 
この企画の目的を、西塔正一前学長は初年度配布のプログラムにおいて次のように説明

している。「最近の子ども達は、相手の立場にたつという理解や感受性、そして相手に対

する対応能力の欠如が言われ、想像力と主体的な対応・行動力を育てる『遊び』の重要性

が発達心理学者からも指摘されています。本学幼児教育学科のような保育者養成機関にと

って重要なことは、子ども達の遊びなどを通して、全面的な発達や最善の利益を保障する

支援・教育活動を構成できる人材を養成しなければならないということです。本学でも、

そのような意図をもって教育活動を展開しています。」「1年生は入学時から今日までの学
びの集大成および実習前の主体的学習（指導案作成、制作、模擬演習等）に関する貴重な

実践の機会として、また 2年生は、就職前に自分の教育力や実践力、実際の現場で発生す
るであろう問題を解決する能力（問題発見、教育・保育計画の作成、介入、評価能力等）

をさらに磨く機会として行われます。」 
 
 
 
ⅰ 幼児教育学科専任講師  ⅱ 幼児教育学科専任講師   ⅲ 幼児教育学科教授 
ⅳ 幼児教育学科専任講師  ⅴ 幼児教育学科教授  ⅵ 幼児教育学科准教授 
ⅶ 幼児教育学科教授 
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� ¾ť5<�1ǊȾ 3ƺǅƺ�10ǂ�P 15ǂF5;ǂ˜Ţ9ɲUS4�.�ʦƵ9OR
6áťũ<�Ŀȏ9OR±ȓd�v��ɫą��ˆCR�J0KV¼R�Ŝ¼�;¬�Ŀ

ıĚ¹;õéVĀ!4��'T;Ǐ5�,E����ɑǒ6ÒȼĜǇ;=�Q1#�;Ȇʊ

d�v�Vʊə'.�³ħ<Ȍğ; AǛɪV½Ȑ'�2ťȏ 5b���9ORɫą� 308
ĆŇ5ɲUS.�ʏɋ<�Ƽ/��js�i±ȓ;Øŉ<©ťũ6įUP8�J;5�1

.6ɞ�PSR�32;m�Ň94ɔĈǝØ6ŗȪ�201�202�203�204ĆŇ5Ŝ¼L
ŗȪɀ�ɲUS��ñ!ŖƳd�v�Jʊə%S.�ˤňȯȬf�|jƥ¿¤ǡƑLǡɟ

9ORǁ˸ʡĮ�ɲUS�Ⱦ 2Ęȟ;G681.��ǒĿɨŨǚ˺Ŀm�9ORˠł 100
˸;�˖ʬȦĳ^�iv�Ůų��ƥ¿%S.ťJ�1.� 
� ,;Ŷ��ñ!ŖƳd�v�<ʻʬd�v�68Q�jo�����LĂǒŞ�ǁ˸ʡ

ĮɀJɲUSRO�981.�½ȐƯŇJĪ�4ɿǥ<ƚĳ'4�1.��ĤǒȜ8¹ä

ɀ9ĳ�8įñ<8�1.O�/� 
� 2018ťũ< 9ǂ 30ß˛Ȁ�12ǂ 40ßɌ¢6'4�ĿıĚ¹;õéVĀ!R±ȓ<ɲ
U*�3ƹʊ9ORʱ˸ʡĮ;GVɲ1.�js�i±ȓ6Ŝ¼<¹ɤ˻94ńƹ'�#
;¬9<²ƎŇ6ơ¡ŇV BǛɪ 1ˢ9ʊ!R;G6'.� 
 
3. 2018*+� KJC���?"�� � 
(1)2018*+ KJC���(/�:>�����
 
� �KJC��u�<Ⱦ 1ĘȟOQ�1ťȏ;źÅö·5�R�ÃɤØŉɔʗ��2ťȏ;
ŦȶĝƯʘÑʋÿŸ;.I;źÅơǡ5�R�Ãɤ�ƯɣńʭȀɝ�ɀ�ńɝ˝˂;ơǡ

;�Ȏ6'4·ə3!PS4�.�ơǡ;�Ȏ6��8�P�2014ťũ�P 2017ťũF
5<�ĠģƯɤȧȹm�;ƙųƯē6m�9ƑŘ)RĿȏ��¹6814ɲ¤Ô¹VȻ

ǝ�ńƹ'4�.��Ⱦ 5Ęȟ68R 2018ťũ9<Ưē;Ȗí9µ��#;ĠģƯɤȧ
ȹm�<ūǪ681.�F.�2018ť;ƿ�PĹF1.Ǜɪɠ˩Ŝ¤;˄ƞȇǵ��Łł
5�1.#6�P�Ŷǎ;ơǡLĿǛȭ�,'4 KJC��u5½Ȑ�Ąɥ8ƯŇɀƹʊ
;ɾʿ'�Ȼ.8�81.�#;O�8ȇǵ;�5�KJC��u,;J;�ńƹĄɥ5�
R;�6��ɾʿ'J�ʽƼ8J;981.� 
� 2018ťũåǎ;ǂȁ5<�KJC��uńƹ;ĄčJ�ʽƼ;ȇǵ9�1.�'�'ơ
ǡʆȓ5<�
#SF5 1ťȏ;�ÃɤØŉɔʗ�5ɲ14�.ļ7JČ�ä¼ȅ;Ɯŏ
ǝȀɝ� �2ťȏ;�Ãɤ�ƯɣńʭȀɝ�5ćb����ȀèȜ8js�iȘɴ6ļ7
J�Ŝ¼Lp�jɀ5úê)R�30̇40ß˜;�ǣ'�ÃɤǷí;ƥ¿́Șɴ̂�� 6�
�ĿɝƏǗVȪ)ħVȨÃ'�,SPVÕ˛'4�Ġģ;ļ7J.06ʄSĈ�ǂ˜VJ

2Ǧ³<�ǉ¸ˠJ2#6V£ł'4�.�Ŷɟ<¾ť�ǒĿ;˟ŘŦȶĝ6�ǒĿ6<

ɇà˝Â9�RʟĩŦȶĝ;õé9OQ�ńʭȘɴ;ħ6'4ŦȶĝÒVŌʞ6'.b�

��ȘɴVɲ14�.J;5�R� 
 
(2)KJC���(/�:>��� ��� 

9ǊVˈ�4O�L�Ǜɪɠ˩Ŝ¤;Ɍ¢ǂǎ;ɾʿ'�Ȼ0�¾ťʿQ;ǂǎ9ńƹ
)R#6<Ąɥ6âƶ%S.�Ċǂ9�#SF5;m��ŏ9ORńƹ<�Ąɥ5�R.

I�7;Ưē��ƙų68Q�7;O�8Ŀȏ��¹6814ˇė)R;�6��ʜʗ�

ĿȲƯē;�5ĹF1.� 
O�L� 9Ǌ 18ƺ;ĿȲ³ʜ9��4�ńƹ<¾ťʿQ; 1Ǌ 20ƺ́ƺ̂�³ħ<¹
ɤ˻V½Ȑ'�1ťȏ�ɺ¼~�jVƙų'�2ťȏ<js�iȘɴVɲ�6��ƸČƃ
�łF14�.�F.�¾ť�ǒĿ˟ŘŦȶĝ6ʟĩŦȶĝ5ɲUS4�.b���Șɴ

< 12Ǌ 12ƺ́Ǳ̂9ńƹ)R6��ǝ�Þ%S�#SPV 10ǊȾ 1Ęȟ;�ÃɤØŉ
ɔʗ��Ãɤ�ƯɣńʭȀɝ�;ħ5Ŀȏ9´�R#6981.�9Ǌ 26ƺ9˛�S.Ŀ
Ȳ³ʜ5<�Ŧȶĝ6;ƺȵʖƲ;ɏǗ�b���Șɴ;ƺÿQ� 12Ǌ 5ƺ́Ǳ̂9į
ǆ)R#6�ďȥ%S.�#S<#;ˬ�¹ɤ˻Ŝ¤;˄ƞȇǵ�ųá;£łOQJ˅S

4�.#6�P�ĿǛȭ́ɕʴȭ̂;ńƹ�¾ťOQ 1�Ǌ˅� 12Ǌ 22ƺ9˅ŭ%S.
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.I5�R�Ðʺ'. 22;Ŧȶĝ9�!Rb���Șɴ�P�ĿǛȭF5;ǎ˜VĄɥ
8ˠQȺ!R#69OQ�ǂ˜Ȝ8»ɸVȨÃ)Rźɽ��R6ɞ�.�F.�b���

Șɴ;ɜ˃9ćb����ýȢ;ħVJ0�,;ýȢV KJC��u9Ƿ�).I9Șɴ
Øŉ;ÅǫV)R.I;ǂ˜VťØ9J2#6J�b���Șɴ;ǂǎV 1˃˜åÇ''
.ȍȑ5�1.� 
#;O�8ǸS9O14�Ŀȏ9 KJC��u;©ťũńƹ6ųƺF5;jci���
�ďȥ%S.6��ɲ¤ńƹF5;ǎ˜<)59 4�ǊåVˈ�4�.� 

 
(3) KJC���?"&!��%  
ńƹF5Ɉ 3�Ǌå681. 10Ǌ 18ƺ;ĿȲ³ʜ5�Ⱦ 1ǝȟ;ńƹɽ˯�ɆǏʙš
OQȪ%S.�ɆǏʙš< 2018ťũ9ǒĿ9ʩ°'..I�åťũF5; KJC��uV
Ɏ˾'4�8��F.�m�9ORˇė��Ąɥ681..I�ńɝØŉȧȹ;ćĿť 6
b���;®ɴ 1ċû?ǋŻ 1ċ�ˇėĺē98Q�ŵP 13ċ9OQǤƏ%SRˇėĺ
ē³�¹5 KJC��uVˇė�ńƹ)R#6981.� 

2018 ťũ; KJC ��uVˇėĺē³�ŏ6'.ȍȑ<�#SF5�¹6814ˇė'
4�.ĠģƯɤȧȹm�;ūǪ=�Q5<8��ˇėƸůVǠʈ)R9�.Q�Ⱦ 1 Ę�
PȾ 4ĘF5; KJC��u;ˇėʦƵLýȢɀVƝQʹ1.�Ŀȏ�PŊ+PS.ýȢ9
<�ˇė)Rm���Ì5�¬;Ŀȏ<ɩß;ƛ0ħ/!LS=O��m�;Z��t;O

�5�1.��1ťȏ6 2ťȏ;§Ǹ�8��6�1.Ɖɾ�ʉʳ%S4�.� 
2018ťũ<�Ì)Rm��8�8Q�KJC��u<ŦÒƯɤĿȲ;ơǡ;�Ȏ6'4_
�`���%S4�R#6V˘G4�ĿȲ³ʜ5ʎ'Ĉ1.�,SPVʮF��Ǩ;ʿQ 2
2;:P�Vʊł'.�)8U0�
�ˑ;Ŀȏ9ʠƙVÉP+*�ĿȏÔē�ˇė9��

UR�� �1ťȏ< 2ťȏ;js�iȘɴVɾ4�Ǩťũ;ˇėLjs�iȘɴ;ńʭ9ȏ
�)#6�5�RO�9³ħVʊł)R� 
�ÃɤØŉɔʗ��Ãɤ�ƯɣńʭȀɝ�5<¾ť�ćĿťV 6b���9ß!4�ơǡ
9��4Ƿí�ńʭ'4�.�:P�
92�4<�#;b����P®ɴ 1ċVˇėĺē
6'4ˍÞ'�%P9ŠǌɟVïR#69OQˇėĺē³Vɍɘ)R#66'.�̌ ėĺē

L³ʆƙųɟ<���4Ŀȏ³LĿǛȭ;ńɲĺēɀ;Ŵē5<8�Ŀȏ�PˍÞ'.�#

S<ĳ�8ɲ¤�ɒ�.#6�P��ˑ;Ŀȏ9ʠƙ���P8�O�˓ƍ'..I5J

�R� 
ˇė;«¤<#SF5;ˇėʦƵVJ69ƥǝ'�Ⱦ 3 ŠǌF5Vʉʳ)RO�´�.
�5�ćb���VŌʞ9ŠǌʖǙVɲ1.�,;ɏǗVĀ!4�ćb���;ƙųVƝQ

U!.�åƺǾËLųƺ;í�8792�4<�åťũF5;ńƹ9��URʦƵVJ69

¼Ə'.� 
:P��<�åťũ; KJC��uńƹŶ9Ŀȏ�P61.X�c�t;ĭVJ69ʊł
'.�F.�2018ťũˇėĺē³5J�#SF5; KJC��uF5< AǛɪ;ɻƱ;Ư
ŇVãȐ'4±ȓ�ɲUS4�..I�1ťȏ9< 2ťȏ;js�iȘɴVGR#6�5�
*�ƾÍ�Ǭ14�R6'4J�Ɋȏ;ńʭ�PĿA#6�˧'�6;ĭ�Þ.�,;.I�

2018ťũ 1ťȏ;Ŝ¼6 2ťȏ;js�iȘɴ;üƸV¹ɤ˻94ɲ�#69'.� 
F.�¾ť;˛Ìǂ˜< 9ǂ 30ß�P 15ǂ5�ćb����ɩß;Þȕå9șǛ'
4�ƙų)R±ȓL¼ǡɀ�ɌUS=,S-Sʃư6814�.�2018ťũ<˛Ìǂ˜V
9ǂ�P 12ǂ 40ß6Ȧɗ)R�UQ9�ųƺJĿȏÔē�˛ħå;ǾË�PŶȄ­!F
5)C4;¼ǡVɲ�#69'.�ˇė9��URćƙų9<8RC�,;b���;Ư

ē�ƙų)RO�9˓ƍ'8�P�1�2ťȏ;ćb���Vq�hL��b��;¼Ə�
ć³ħʊėɀ;ƙų6'4˓ə'.�åťũF5<m�;Ƿíǂ˜9˄IPS4�.ǾË

<��ÃɤØŉɔʗ��Ãɤ�ƯɣńʭȀɝ�;¬�ơǡ;8�Ⱥ�ǂ˜ɀ9ćb���

�,S-S˄I4��#6981.� 
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(4)KJC���,0�
 
Ⱦ 1Ęȟ; KJCˇė³ʜ<)59ųƺF5 3�ǊJ8� 11Ǌ 1ƺ/1.�J<Lˇė
ĺē9ORõʜ9O14ńƹB;ƸČƃVłIR.I;ǂ˜Ȝ8ȉ£�8�.I�ɆǏʙ

š�×¹Ȝ8ńƹɽ˯V¼Ə'.�ˇėĺē³;˛Ì<�1̃2 ťȏ;ơǡ�Ó14�8�
ǂ˜Ţ5�R�Ǌǅƺ;̅ʙȟ�)8U0 9ǂ 30ß�P 10ǂ 20ß9ɲ1.� 
Ⱦ 2Ęˇė³ʜ< 11Ǌ 12ƺ/1.�ˇėĺē;ă˥9< LINEǜů³ȫ9ORn�h
���xrt��`�b�f�|j́SNŜ; LINEVȐ��Ŀȏ.0;Ⱥ�ǂ˜5�RǊ
ǅ;Ǎ879ĺē³Vɲ�6���ţ9Ƌ./'�ȇǵ;�9�1.�˂ɐ;ƸǶ6'4

LINEVȐ�.ȍȑ<�Ŀȏ<���ǐ˛ōL˨ʎ9Þ8�#6�Ĳ�.I5�R� 
KJC��u;ńƹ9Č!4�ˇėĺē<ĺē³5õʜ'.ØŉLɏǗVb���;Ŀȏ
9´�R66J9�b���;Ŀȏ.0;ĭVĺē³;ħ5ýƾ%+8�PõʜV'4Ǿ

ËV˄I4�1.� 
 
 

4. ʖǙɏǗ 
(1);2)<9 
� ɲ¤Ɍ¢Ŷ;ơǡǂ˜9�1ťȏ 49ċ�2ťȏ 50ċ9ʨĕɉV˓ş'.�Ŀȏ<,;
ħ5ʉÓ'4ƥÞ�F.<ʉÓŶ9ƙųƯē;ȧȹŇ9ƛú�ƥÞ'.� 
Ęþȋ< 81.6%́Ȓļ 1ċ�ĵļ 39ċ̂�96.0%́Ȓļ 2ċ�ĵļ 46ċ̂/1.� 

 
(2)#7��-��	81�
1)b���;«¤Øŉ92�4 

¤å�ųƺ9ɲ1.«¤;Øŉ 
� ¯�;ɴ5<��js�iȘɴ��Ŝ¼~�j�9��URǡî<ˡı'.� 
 
ɴ 1� ¤å�ųƺ9ɲ1.ƙųǡî6�,;×¹Ȝ8«¤;Øŉ 

 
 
�åƺ�ųƺ9814�P£łı5Ī�.«¤ 
� £łı5Ī�.«¤;Ĳ�<Ā­LǝØ�ɾŀQɀ/1.�#;¬�ǂ˜9814Jƙų

ɟ�ĻVɾ+8�.I�Ƃˎ�«¤9Œ�4_z�'.ĿȏJ�.� 
 
 
 
 
 
 
 

ƙųǡî ×¹Ȝ8¼ǡØŉ 
¹ɤ˻ ~�j;'�Q �rtVƳ� e�Ʉ;Ƀȍ  

Ā­ Ā­�ʡĮd�v� 
ʊə 

X�c�t BOXɺ 
¼   

tZ� ǝØɴȪɀ Ơˡ ��{�ɹÏ  
ī˪ ¹ɤ˻ɀ;˹Q2!    
³ħǝØ ǝØĜ¼Ə �ȻÓȮǪ�;ʊə   
ǝØ�ņ´ �jo�¼Q q�h¼Q ōɁ;ŃċǇ� ��b��¼Ə 

˽ʰħ ȣǕ¼Q ˓à;.IɩʰV 
˽ʰ ˽ʰħÂ ȣǕ;˹Q2! 

ơ¡�²ƎŇ ˹Q2! ²ƎŇ;ħƑǝØ 
¼Ə 

  

,;¬ Ô¹;ƕƧ �r�Ƣ! ĿǛȭ;˹QV 
ÈȐ 

m�;˹QV 
ÈȐ 
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ɴ 2� £łı92�.ǡî6�,;×¹Ȝ8«¤;Øŉ 
ƙųǡî ×¹Ȝ8«¤Øŉ 
¹ɤ˻ js�i;Ȅ3! ɾŀQ h��ʥQ �  
Ŝ¼~�j ~�j;˥Ņ Ŝ¼;ʼêɺ¼   

Ā­ ǔŅɟ;ǝØ Ā­ǡî �p�§Ʀ  
 Ȋ˝�˫ə�;ɴȪ X�c�tĘþ �p�;Ʉ;ɷ˹ X�c�tɄ;ʓƼƤȪ 
,;¬ ǛØ;˹Q2! ˹Q2!;ȴí e�Ʉ;ʊə �  

 
�¼ǡ5½Ȑ'.ˉ×�ȅĒɀ 
� Ɉ 1�Ǌå9˛Ì%S.ĿǛȭ5½Ȑ'.ɷ˹��ƽʎm���Z��tȐ9¼ɺ'.ŗ
Ȫȅ��X�tm��;Ŀȏ�Ƿí;�Ȏ6'4ç¼'.¼ĒɀJ�¹ɤ˻LŬ�;ɷ˹L

ŗȪĒ�ˆ?ˉ×6'4½Ȑ'.� 
 
ɴ 3� ¼ǡ5½Ȑ'.ˉ×�ȅĒɀ 
Ȑʾ�½ȐƯŇɀ ×¹Ȝ8ȅĒ 
ǦǞ˶ {nd� ���o�  �  
Ŝ¼Ȑ× yf� _ro� łɿ  
 ɭ����r`� ɭ˗ȿ a���  

Ŝ¼ȐǹɡĒ ǥˁɉ ȓȐɉ ǭ��� Ʒɢɉ 
 ;Q ��u l�y�s�� |w��s�� 
 ˺ȏs�� Ũ˪ɷ˹ȐŤŧs�� țÙġ�ĔĒ;

ɮ ˹Q2!;ɉ 

ʿÄȐǹɡĒ ōɁ    

ǼƠȐĒɀ ˦ŝ ½�Ɵ4ƒɵ  

²Ǝ�ơ¡Ň Ǐ;��� ŨȐ[�o��rt ɑǒ �H2ą 
tZ� ŦÒȐÁŪ tZ�rt��{�   

ǝØɀ ��Zt��u ��uȐ�� �ʂd�� ��� 
,;¬ ɳȻ ˇƩȐʰ �  �  

 
 

ǔťũB;ƮĖȁ�Æ¨Lb���6'4;ýȢɀ 
� �J8Ęɂ<ɴ 4̇9;ʿQ5�R��  
 
ɴ 4� Æ¨Lb���6'4O�1.ȁ 

¤åǾË 
�¤å9ǾË5�4�. 
�ųƺ��FQȃR#6�8�1.� 
�˂ƪ�õé¹ä 
�õé'4Ƿí5�.� 
�GW85õé'4Ȅ­!LǾËV'4ƻ�ɌU14O�1. 
�Ôē5«¤�5�.;5j��k9˄ɲ5�.6Ɓ�� 
�ļ7JLÃʝɟ87Ĳ�;úêɟ9Ō'4Ôē5˝US.� 
�³ħ�˄ɲ 
�)C4¹ɤ˻5L1.#6�P�Ŝ¼Jjs�iJ�Ņ%W<ő8�ȴí5ǣ'I.� 
��RJ;5ɷ˹�5�. 
�js�i;ǂ˜Ţ9ɨǦžį9Ōž5�. 
�  
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ɴ 5� ýȢȁ�ǔťũB;ƮĖȁ̆˂ƪ6«¤;ßƙ92�4 

Ŀȏ˜�Ŀȏ6Ưē˜;˂ƪ 
�b���Ø�Ưē6Ŀȏ�Ŀť˜;˂ƪ�˂ɐ�ʫ(ĲƱ) 
�ǡîL˂ɐ¤˭ɀ92�4�ˇėĺē�U�14�8�#6��1.(ɻƱ) 
�˂ɐ¤˭;Øŉ��ǮĘįU14�46F71.� 
�¤å9�1.ƜȪ�P�¤å�ųƺ;«¤Øŉ;įǆ87�Ĳ�1.(ɻƱ) 
�{�s�h��V½�b���5Ʊ;˓ßVƼȨñ 
�J�ő'ƻ�ˇėĺē�Pb���9ƆĦV�T'.D��O�1.� 
�«¤ßƙ 
�ɋ��ßƙVǴI.;9ƉĐ�8�1.6Ɓ��ɨǦžį9ɲ�8P�,#F5ǴI8�4O�1.

6Ɓ�� 
�ųƺ�ßƙ9<8�1.Ŵæ�Ī�4§®'4�SR¨��P*�̇ ǂ˜«¤V'.(˶¶;ĘɂɻƱ) 
�«¤�ɶ14ºJ'8�ǂ˜�Ĳ�1.(˶¶;ĘɂɻƱ) 
�2ťȏ<Ǆ/1.(˶¶;ĘɂɻƱ) 
�Ŝ¼ǂ˜F.<è;ǂ˜�ß�S4�R6�710�;Ŀȏ�LR#6�8�8Rǂ˜��R�åô

9è�ɌU14'F�6�Ȅ­!F5LR#6�8�8Q�./Ǆ8ǂ˜98R� 
�GW89J�ő'«¤VFU+S=O�1.6Ɓ�� 
� �  
ɴ 6� ýȢȁ�ǔťũB;ƮĖȁ̆ǾË˛Ĺ̇å�ƺF5;ǾËȇǵ 

¤å;Ɠ0ĈU+ 
�¤å9ųƺ;ʏ'�í�87VȨʐ'4��.D��O�6Ɓ�� 
�ųƺ�U4R#6��1.;5�G85Ɠ0ĈU+V'.D��O� 
�¤åǾË;˛Ĺǂǎ�ǾËȇǵɀ 
�åƺ;ǾË�´ˊ�ő8)�R#65ųƺ�Ƃ9ǴF1.#6�64JĲ�1.� 
�ǾËVƻ�˄IS=O�1.�́ɩʯ;ýȢ6�ĿȲLˇė9ʢ°VǲIRĭ��*SJɻƱ̂ 
�ºƺ�å�P˹Q87VǾË)R 
�ǾË<(I�˅�1.;5�ǔť<ƻI9ĹI�»ɸVJ14ǾËVɌUP+.�6Ɓ�� 
�J�ő'ǾËǎ˜�ǩ'�1.� 
�åƺ9814�PǾË)R#6�64JĲ��ő'ĳį/1.� 
�  
ɴ 7� ýȢȁ�ǔťũB;ƮĖȁ̆åƺ;ǾË�³ħʊė 

³ħʊėǂ;źɽȅĒ̆ǔť9Č!.ʀǇ 
�Ô¹̆åť;ÚȤLʦƵ��S=Z��i'L)�1.;5<6Ɓ1.� 
�{�}�rt̆ĽƱäˠ��R 
�ųƺ˓ş;ǔŅɟȐq�h̆js�i6Ŝ¼;ǂ˜VʉÓ� 
�²ƎŇ̆e�ɄVʊə)S=O�1.�X�Və�4�!=O�1.� 
�˽ʰħ̆́ųáG2�P*¼1.�̂�Ĵ8ȣǕ��R� 
�Ŝ¼~�j̆ȣǕ<ļ7J�ɾL)�O�9ĳ��¼R�˫;ɦ�ř��Ĳ�;<ǔħɟ9614

ĳį�J'S8��ǟļ�ő8�4Ȼ0ɧ5L14�.ļ��.;5ǰ981.� 
�X�c�t BOX̆ā;6#T9ÓSRO�9'.��ǃʿ9'.D����� 
�js�ĭ3ˢF5;�"�T'�ĳį8��9Ȉ���ɽ/1.(2ť) 
�ʻʬ̆©ť<8�6ȥQǬſ9Ɓ�ǔħɟ��. 
�tZ�̆ˌ�� 
�ǼƠɀ̆˦ŝV64J½1.� 
�ɷ˹̆ʤ�)�.�ʫQ8�81. 
�³ħʊė9��4 
�Ŝ¼j��j< 2ťȏ�ƻ�lrsY�b'8�6 1ťȏ<�2F5J~�j;˹Q2!V5�8
�;5�å�ƺ·9<lrsY�b)RC�/6Ɓ1.� 
�ǼƠ87;ǾËV'4��6O� 
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ɴ 8� ýȢȁ�ǔťũB;ƮĖȁ̆KJC��uųƺ 

ǔħɟ9Ō'4 
�J16ļ7J.06ƣ)S=O�1.� 
�OQļ7J�ǣ'IRO�9ĭ�!9ŜĴV)RC�/1.� 
�˄ɲ 
�2ť;js�iȘɴ;6�JŜ¼�5�R6��� 
�J16ǂ˜5§®'.Q�Ŝ¼5è;ǂ˜VʖƲ'.PO�� 
�åô<js�i;G�,;Ŷ9Ŝ¼6ß!.D��O�6Ɓ��§¥9LR6ǂ˜VŀR#6�5�

8�ļ7J��48W4ĭV�!S=O��U�P8�1.� 
�åƺǡî 
�¹ɤ˻̆èVɾ4�Rǂ9Ȧĳȏ��rt;�9Ū14�R6ıˑ�P;�Ņ%W�ˌƍ'.Q�O

�U�P*ƐƇ14�.�Ȧĳȏ<�rt5ɾ8�O�9)R���rt;�Bʑŏ)R¨

Vʊə'.D��O��86Ɓ1.� 
�˽ʰħ̆ʑŏ<Z�_���S=ɬ�6Ɓ1.� 

Û9 40ß˜;˽ʰħÂ<ŋ�� 
�²ƎŇ̆ɾŀQ;ǂ˜��¤å;Ɠ0ĈU+6ųƺ5ˋ1.� 
�Ā­¬̆Ƃ9˼QÞ%SR#6��1.O�8;5�ŴæßƙVÔ¹5Ȩʐ'4��6O�6Ɓ1

.� 
ǝØŴ87×¹Ȝ9h}tVǴI.D��O�6Ɓ�� 

�˥ʆÂ̆KJC�ɌU14�P˥ʆ)R.I�ŁŹƊ�PżS4'F14�.#6VýȢ'4�R� 

js�iȘɴ 
�js�i;ǂ˜�Ȧ��»ɸ;�RǾË�źɽ� 
�ɫą;ǂ˜˓ßV�F�5�8�1. 
��Xah��Vĳ��)R�»ɸ;�RǾËV)C�/1.� 
�è�9ő'ǰ�Ɩ!4��z�6Ƚ14�.#6��1.;5�ǰV2!.�6Ɓ1.� 
�ɖɝ�ʫ́ɻƱ̂ 
�ŶȄ­! 
�²ƎŇ;Ȅ3!;ǂ˜�ƻ�1.�Ŷ�Pǔ.¨VƐƇU+4'F1.Q�¼ǡVƒ´U+4'F1

.� 
�Ɍ¢Ŷ;ŶȄ­!ǂ�¹ɤ˻;�5*16j��V�(14�R¨�º¨��.� 
��rt87;ə�ħ́Ȅ­!;ƕƧ�5�4�8�4̂�U�P*ǻ '4�ǾË�Ȅ­!;ǂ˜�

��1.� 
�ǉŶʃư)R6�9bpbp'.;5�Ȅ­!�ɌU1.Pʃư�GW85˥F1.Pʃư87ǴI

.PO�1.6Ɓ�� 
 
ɴ 9� ýȢȁ�ǔťũB;ƮĖȁ̆,;¬ 

ɲí�ȷǢƃ 
�ɩßɩʯ9ȷǢƃL�ɞ�4ɲí)R#6�ʫQ8�1.́ɻƱ̂ 
�1ťȏ< KJC�7���J;�U�P* 2ťȏ��9814í�4�.�1ťȏ�J16í!RO�
9'.D��O�6Ɓ�� 
�ƺȵ�Ɲǈ²ƺ92�4 
�Ɲǈ²ƺ��1.D��O�6Ɓ��(ɻƱċ) 
�Ŝ¤;.I8;��0N�7Ž'�ǂǎ/1.;5J�ő'ʖƲ'4D'�� 
�8:459Ôē�ǔRźɽ<8�1.�J16Â;ǴIƸ��1.;�86��è��R�PĀ­5�8
��Ȃ¨9814'F��PĢI4D'��6��¤å9U�R#6/'Ƃ9ʅUS4J�6Ɓ1

.� 
�,;¬ 
�KJC9Ō'4ºV'.Pɬ�;�ˇėĺē9˲Q)�4 1¨>6Q;Ɖʛ�ǧ!4�.6Ɓ1.�ų
ƺ;í��U�P8�4ìȋ�ƅ�6Ɓ1.� 
�ȏŷ�¹8;��ÐȏƸ�¹8;�U�P8�� 
�ĞƺJșǛ'4�R;9Ɲǈ²ƺJ8�'ǭÿQƅ�'�8�4JO�;5<� 
�ǔť<Ŧȶĝ6 KJC;è;ØŉVį�8�D��O�6Ɓ1.� 
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� ɴ 4�;d��t9�R��RJ;5ɷ˹�5�.�6<�1�Ǌå9˛Ì%S.ĿǛȭ
5½Ȑ'.ȅĒLɷ˹Ē;ǷȐL�m�5Ŀȏ�¼Ə'.¼ĒL�Z��t;ˣ9ǔħ'.

ļ7J.0;.I9ŗȪ'4�.¼Ēɀ9OQ�³ħ;ɷ˹�OQÏń'.J;981.

6��ƉĐ5�R�Ŀȏ³LX�tm��ƽʎm�87;õéVĀ!.#6�PJ�ȝ5õ

é'4ńƹ'.�6��Ɓ�VOQŲ�'.;5<8�/T��� 
� 2018 ťũ< 12 Ǌ9ǾËVĹI�ɠ˩Ŝ¤9ORjci���įǆ;.IĿǛȭ́ɕʴ
ȭ̂�Û²GȠå; 12ǊǑ9ńƹ%S.�#�'.ǂ˜;ő8��5�¤å9ǾË�5�
4�.��ųƺ��FQȃR#6�8�1.�6�¤åǾË�òß95�4�.;/6)S

=�ɿǥVɗŐ'.6<���Ŀȏ.0�õé'4ìȋO�ǾËV˄I.J;6ʌÀ5�R

/T��#;O�8ĶʌÀ< 1ťȏ9Ĳ�1.� 
ýȢȁLƮĖȁ9��URʉʺ5<�ǀť; KJC��uVɎ˾'4�R 2ťȏ�P;�
ǽ�Ų��ƯēLˇėĺē;Ŀȏ87�¬ɟ9Ō)R�ǽLƔâVʉʺ'.ĿȏJ 2 ťȏ
9Ĳ�GPS.� 
Ðʺ'.¤Ɔ9OQ�ˈù 4ť˜ńƹ%S4�. KJC��u6<ɿǥL½Ȑ³ħ�±ȓ
ØŉɀVįǆ)R#6981..I�#SF56<ˇėƸǶJįǆ)R#6981.�ćb

����ƙų)R«¤;ʏɋ92�4<,S-S5ɞ�4JP�#69'.��ǾË¼ǡ

;ØŉLųƺ;O�)VZ��i)R#6�˧'��ʆȓȻǝLǾË�8�8�˄F8�

.I9�Ưē�PƥǝVĀ!R#6�Ĳ�8Q�,;ɏǗ�Ðȏ�ŏ;Z��t�6��÷

ʞ�Ǭ1.;5<8�/T��� 
2018ťũ<ǂ˜æɀ9OQ�Ąɥ/1.��ɴ 6
92�4<�1̃2ťȏÔē��ĥ9
³'.ƓĈ+Vɲ�#6�ǌF'�1.6ɞ�PSR�©ŶJơǡ;�Ȏ6'4 2 2;Ŀ
ť�õé'4ǒZ��tVˇė)R8P=�ƙų)RƯēƱL��z�;ĕ˳�ʃǴ)R

8P=�Ŷǎǂ˜æ;ɍGƸVɞ�R�2FQ 1 ťȏ;�ÃɤØŉɔʗ�6 2 ťȏ;�Ã
ɤ�ƯɣńʭȀɝ�VĊ(ǅƺ6ǂ˜9ɍH#6ɀJĄɥ�J'S8�� 
ɴ 9�9�RʿQ��Ɲǈ²ƺ��1.D��O�6Ɓ��6ɻƱċ�Pʉʳ��1.�
Ŀȏ<Ğǅơǡ;Ŷ9åƺǾËVɲ��ƺǅƺ9 KJC��u�˃Ƽ!<ʿţơǡ;¬9ɻ
Ʊ;łǎʍ˾�ɲUS�ɜ˃�1ťȏ9< 5ƺ˜;ɾĿńɝ��1.�ŦÒƯɤĿȲ<Ãɤ
Ȍħ5;ńɝ�Ĳ�.I�ƿ�Pȱ9�!4;ńƹ<˧'��2018 ťũ< 12 ǊǑ9ĿǛ
ȭ��Q�Û²G�Ƽ!4) 9<ńƹ5�*�2Ǌ98R6�ƻ�JŒɣÐ5ɾɝ�VĹ
IR 2 ťȏ�Þ4�R�#;O�9%F&F8¤Ɔ��1.�5;ƺȵʊł/1.��Ğ
ǅƺ;ńƹ87�ƺȵ;ʊł92�4<F/ɞ�R»Ġ��R/T�� 
Ŀȏ�P<�ųƺ;í��U�P8�4ìȋ�ƅ�6Ɓ1.���ȏŷ�¹8;��Ðȏ

Ƹ�¹8;�U�P8���6�1.h|X8ĭJGPS.́ɴ 9� �̂ 
åƺF5;ǾËLųƺ;í�92�4<�ƯēfZu9J£ƈ'�S8�1.ˑßJ�

1.�#;.I¤å9ǰ3�4Ŀȏ9Ō'4ëʅ�Ɯŏ)R#6�5�*�åƺLųƺ98

14ǰ3�¼ǡLŴæɀJ�1.�ųƺ<Ƃˎ�,;ħ9�4ƒ�Ⱥ�4�RĿȏ9ĭV�

!4Ōž'4JP1.D��åƺLųƺ;ȇǵVG4�ɩPɨǦžį9Ōž'4�.ĿȏJ

�.���,;�Ƹ5�Ƃ8£ł;įǆ9Ō)RĿȏ�P;a����Þ4�.� 
.6�=åƺ;ǾË¼ǡ5<ƈł'4�.OQJƻ�ǂ˜9ʙɛ�Ɍ¢'4�. 1 ťȏ
���2ťȏ�ĳį,�/�P®UQ9�6�F/ʙɛ�/1. 2ťȏ;�UQ9³ħ;ʊ
ėVɲ1.�'�',SVȥP*9ʙɛ;Ɍ¢Ŷ�£łʿQ9˔�s�~�87Vˇ?8�

Pʊė³ħ9L14�4�)1�Qʊė�Ɍ¢'4�.ȇǵVȟ9'. 2 ťȏ�P<ƀQ
;ĭ���1.�F.�ǔħ'.ļ7J�Ŝ¼~�j5 12¼ĒV«�"R6h��V 1ǖ
ʥ14JP�R�h������5<�ǔħɟ�ƈłOQJ�8Q�FU14�.6��ȇ

ǵVG4��RĿȏ�ʾ��PʥRh��;ǖƱVĪL'.�#;įǆ92�4<¬;Ŀȏ

9J´�4�.��ĿȏÔ¹9<´U14�8�1..I�įǆǂ9<,;ħ9�8�1.

Ŀȏ�P�ɢ�4�8��6���ǽ;ĭ���1.�LHVŸ*ɨǦžį;ŌžVɽ)R

ħ˪<7;O�8ɲ¤9��4Jʪ#Q�R��100ċ;Ŀȏ9Ō)RƆĦ;Öǋ;˧'%
V�P.I4Ɗ(R#6981.� 
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�ĿȏÔē���U1.�2018ťũ;ˇėƸů́ˇėĺē³Ƹů̂92�4 
�J8Ęɂ<ɴ 10û?ɴ 11;ʿQ5�R�ˇėĺē³9<ćb����PĺēV 1ċ
;®ɴ6Šǌɟ 1ċ9ORɍɘʊłV'.� 
� ýȢȁLƮĖȁ<�ǀť; KJC��uVɎ˾'. 2ťȏ�P;ʉʳ9Ĳ�1.� 
 
ɴ 10� O�1.6Ɗ(.ȁ 

ˇėĺē6'4;ǡî 
�ˇėĺēVÐ˰9L14�464JO�1.6Ɓ�� 
�ćb���;®ɴ6'4ŴæVǗ.)#6�5�.ȁ�O�1.� 
�b���;�9 1¨ˇėĺē��4�ƆĦV´ˊ)RƸǶ<ìȋ�O�4O�6Ɓ��(ɻƱ) 
�ˇėĺē³<ºũJ˥F14ʎ'Ĉ�Vɲ��ĺē;¨.05Ȩʐ'�1.QųƺJõé'45�.6

Ɓ�;5O�1.6Ɓ�� 
�ǡîßƙ�õé¹ä 
�GW85õé'4¼ǡVɲ14�.�(ɻƱ) 
�Ŵæ��1.#65�ÉR#68��¨>6Q«¤�5�.6Ɓ��(ɻƱ) 
�ǸS�j��k5í�L)�1.� 
�ˇėĺē/!�ˮűR;5<8��b���$6«¤��Q�õé'4¼Q�"R#6�5�4O�1

.6Ɓ�(ɻƱ)� 
�Ôē5LR#65ǔťũB;ɾʿ'�J44O�1.� 
�ƆĦ´ˊ 
�ćb����PˇėĺēVˍÞ)R#65ƆĦ�j��k9´U1.�(ɻƱ) 
�SNSV�ƒ9ǷȐ'4�ƆĦ�´ˊ5�4O�1.(ɻƱ) 

 
ɴ 11� O�8�1.6Ɗ(.ȁ 

ˇėĺē9Ō'4Ɗ(.#6 
�ºVLR;�U�P8�87´UP8�#6J�R'�ˇėĺē=1�Q9ʢ°VƘ'2!.Q'4

�Rˑß��R6Ɓ1.� 
�ˇėĺē�ȷǢȜ9ɲí'4�.��ʠƙJĳ��1.;5<8��6Ɓ��(ɻƱ) 
�ˇėĺē�ˇė6��OQJ�Ðȏ�ǴI4Ȱ.0�ńɲ)R6��@�9Ɓ�.� 
�ʔ��9ųƺ;í�LƜȪVF6I4�R;�U�P8�1.� 
�ˇėĺē³Ƹů92�4 
�ĺē;ʠƙLŴæ;Ĳ%VƊ(.�m�ˇė;D����6Ɓ1.� 
�L<Q�0W6Ŀȏ³LùťF5�1.m�;O�8Ŏ˚ɍɘ�źɽ/6Ɓ�� 
�́ˇėĺē³Ƹů<O�1.6Ɓ��̂Ŀȏ�¹5J16ɩß.05ǴI4�!RO�8 KJC��
u/6J16O�1.� 
�ƜȪ)R¨��8��ÐȏLˇė9ʇ�4JU�P8�6ʅUSR.I�ĿǛȭ;Ŀȏ³Lˇė;O

�9<1�Q6'.ˇėĺēVȻ4.D��O�1.� 
�ƆĦ´ˊ 
�ˇėĺē�P;ʎ�b���F5´UP8�1.��F�´ˊ%S4�8�1.(ĲƱ) 
�ˇėĺē³;¨/!ȥ14�R#6�Ĳ��14�Ô¹9´U14�8�1.�(ɻƱ) 
�J�ő'ƻI9ƜȪVÞ'4JP�.Pë�1.�(ɻƱ) 
��Q�Q9814ʎ�įU14�.Q�ˇėĺē;¨JºJU�P8�ȇǵ;#6��1.� 
�Ðȏ6Ŀȏ5ʎ�˸�ˋ14�.Q'.;5�Ôē9˂ɐ'.D����6Ɓ1.� 
�Ưē9O14ʅ14�R#6�Ȗ8Q�Ô¹6'4;ɲí�U�P8�1.� 
�ƆĦ�U�P8�1.#6�Ĳ��Ȼ0ǪF14�R#6�Ĳ�1.�LR#6;UQ9ǂ˜�ʫQ

8�1.� 
�ˇėĺē³;�5£ł6ˋ�#6V'.Q�£ł�ÿQLIR#6981.�ɏŔLRɀ6��#6

��1.� 
�źɽ8#6Våƺ9ő¨Ʊ9'�´�*Ô¹9´U14�8�1.87ĳį/1.� 
�åĘɢ�.Øŉ6,;6�9ɢ�.Øŉ�ˋ�#6�Ĳ��1.� 

,;¬ 
�ˇėĺē5;˥FQJő8��1ťȏ6 2ťȏ;�¥�;˴JċåJU�P8�1.� 
�ˇėĺē³Ƹů<�KJC;#6Vȥ14�RÐȏ�ƙų'4D'�1.� 
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� ɴ 105GPSR6�Q�ȝ5õé'4¼ǡ'�ˇėĺē�ųƺF5;ˇėVF6I4
�1.�6��ƉĐØŉ;ƉɾJɻƱ�1.�2ťȏ�P<ˇėĺē9Ō)RƊʚ;ʉʺ
JGPS.��ĶƉȜ8Ɖɾ;Ĳ�< 1ťȏ9ORJ;/1.� 
F.��SNSV�ƒ9ǷȐ'4�ƆĦ�´ˊ5�4O�1.�́ɴ 10�̂6��Ɖɾ
JɻƱGPS.�ˇėĺē³;˂ɐƒǭ6'4 LINE;ãȐVˍW/ȍȑ<�Ŀȏ<ź*
'J˨ʎ9Þ8�#6����VɾRF59ǂ˜���RĿȏ��R.I/1.�ƒÎ9

j��t}]�ɀ��S=)GL�9˞ʁ)RĿȏ�Ĳ� LINEVȐ�.#69OQ�ˇ
ėĺē³;Ưē6Ŀȏ;˂ɐL�ˇėĺē;Ŀȏ�Pćb���;Ŀȏ.06;ƆĦÖǋ

�ˀL�9ɲUS.� 
�Ƹ�ɴ 11
9<�ˇėĺē³Ƹů<�KJC;#6Vȥ14�RÐȏ�ƙų'4D'
�1.�6��ĭJ�1.���#SF5Ȇ9 KJC��u;ˇė9��U14�.Ưē
<Ȗí'�Z��t;ØŉJĳŤ9įǆ%S4�R.I��ƙų� KJC��uɎ˾ɟ;
Ưē5�1.6'4JL<Qǻ �GPS.Ąɥƃ<�QŸR/T�� 

2018ťũ KJC��u<�åťũOQ)59ńƹ�øAFS4�Q�ńƹ;Ǵł�Ŀȏ
9ďȥ%SRF5ôť¯�;ǎ˜��1.�#;.I�Ȇ9åťũ; KJC��uVɎ˾
'. 2ťȏ;�q��h��Vɓƛ5�8�1.#6J�Ȇ9 2ťȏ9OR�ǽ�Ĳ�1
.�ę6ɞ�PSR�ǾËǎ˜�Ȧ��Ŀȏ�±ȓ;ƥǝLŜĴV)Rħ˪�ő8�.

I�Ưē�ŏ68P&RVŸ8�ħ˪�'='=�1.� 
©Ŷ<Ʒťũ�ĹF1.ˬ�P KJC��u;ńƹ9Č!�Ŀȏ.0�ǂ˜Ȝ»ɸVJ
14�¹Ȝ9ǾËV˄I4��#6�Ąɥ98R/T��ǾË;.I;ǂ˜J�Ŀȏ.0

9614Ə˙;ħ68RO�f��t'4��.�6ɞ�4�R� 
2018ťũ<Ęˏ5�8�1.#6JĎI4ýȢȁJĲ� KJC��u681.��5<
Ŀȏ.0<�ǔťũ; KJC��u˛Ì92�47;O�9ɞ�4�R;/T��� 
 
(3)ǔťũ; KJC92�4 
� ǔťũ<7;O�9 KJC��uV˛Ì'4ˇė)R;�O�6Ɓ���ɴ 12;6�Q
5ȁ92�4ʨĕ'.� 
� 1ťȏôƱ<�
2018ťũ6Ċ(O�9˛Ì�6ɂ�.�2ťȏ<Ɉ 30%/1.���
ǛɪÔ¹V½Ȑ'4ńƹ�6ɂ�.;< 1ťȏɈ 16%�2ťȏɈ 35%��
ǔťũūǪ�
6Ęɂ'.;<�1ťȏ; 20%Ű�2ťȏ; 11%/1.��,;¬�6Ęɂ'.Ŀȏ<�J
9�Û;ƊǘȗǸɲǎ5�R#6L�Ŷǎʍ˾�1ťȏ;ɾĿńɝ;ǂǎ5�R#6�
P��ǂǎV*P'4ńƹ�'.D��O�6Ęɂ'.� 
 
ɴ 12� ǔťũ;ńƹ92�4(ʨĕ˭ȟ) 

©ťũ6Ċ(O�9˛Ì)RD��O�� 
�³ħɿǥ<�ǀťũ;O�9ǛɪÔ¹V½14ńƹ'.D��O�� 
�«¤ßƙ5<�1ťȏ<Ŝ¼Vƙų'4�2ťȏ<ôƱ�ɫą9�ôƱ�ˇėĺē³9��UR;�
O�� 

ǔťũ< KJCVńƹ'8�D��O�� 
�,;¬ 

 
ɴ 13� ǔťũ;ńƹ92�4�  

�  

©ťũ6 
Ċ( 

�ǛɪÔ¹V 
½Ȑ 

�1ťɺ¼ 
2ťɫą6ˇė 


ǔťũū

Ǫ �,;¬ 

1ťȏ́40ċ̂ 48.8% 16.3% 7.0% 18.6% 9.3% 
2ťȏ́48ċ̂ 30.4% 34.8% 15.2% 10.9% 13.0% 
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ɴ 14� Ęɂ;ȍȑɀ́ɩȑʉʺ̂ 

³ħɿǥ̆©ťũʿQ��9¹ɤ˻5˛Ì 
�ȟ�ɲ�ŕ��O�)VƕƧ'L)�́1ť 4ċ�2ťȏ 2ċ̂ 
�³ħ�U�QL)�́1ť 1ċ�2ť 2ċ̂ 
�Ŝ¼6js�i;ɲ�ǔ<�Ő%�ļV˂S4�RƸ9<2P,�8;5�́1ť̂ 
�ÃʝɟLļ7J.0�ȴí'8�4)H�́2ť 2ċ̂ 
�1ťȏJjs�iVɾR#6�5�Ŕ2ť 5ċ̂ 
�ǾË�Ȅ­!�ǣ́2ť 2ċ̂ 
�KJCVƙų)Rm��8�.I�0N�7O�ɿǥ/6Ɓ��́2ť̂ 
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2018年度 KJCランドの運営を振り返って 第 2報 
―来場者を対象としたアンケート調査結果から― 

 

穴水ゆかりⅰ・篠木真紀ⅱ・岩野布美子ⅲ・白川和希ⅳ 

進藤信子ⅳ・吉川修ⅴ・井上薫ⅵ 

 
 
1. はじめに（調査の目的）  

 「KJCランド～子どものあそびの日～」の概要等は、「2019年度 KJCランドの運営
を振り返って 第 1報」で述べたとおりである。 
今年度の KJCランドは、校舎耐震工事により規模の縮小を余儀なくされた。さらに内

容ばかりでなく運営も、これまで 4年間続けてきたものとは大きく変更させた。第 1報に
みられたとおり、実施後に行った学生たちに対するアンケート調査からはさまざまな意見

や感想等が寄せられ、さらに彼らのさまざまな想いも垣間みられた。 
では、保護者や子どもたちは、このイベントに対してどのような期待をもって来場し、

参加した後にはどのような感想をもったのか。今年度の反省と、来年度の KJCランドの
あり方を考えるための一助とする目的から、調査結果をまとめ、考察した。 
 
2. 来場者について 

 来場者には受付で調査用紙を渡し、玄関に設置した回収ボックスにて回収した。 
当日の来場者はおとな 96名、子ども 102名だった。43名から回収された。 
 

3. 回答から得られた結果 

(1)来場者について 
1)来場した子どもとその年齢 
来場した 38 組のうち、保護者等のおとなに連れられてきた子どもが 1 名だったのは

47.4%、2名だったのは 50%でほぼ同数だった。3人の子どもを連れて来場したのは 1組だ
った。 

 
ⅰ 幼児教育学科専任講師  ⅱ 幼児教育学科専任講師   ⅲ 幼児教育学科教授 
ⅳ 幼児教育学科専任講師  ⅴ 幼児教育学科教授  ⅵ 幼児教育学科准教授 
ⅶ 幼児教育学科教授 
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2018年度 KJCランドの活動内容（報告） 
 

 
 
 
 
 
 
工作コーナー 
ブース形式の工作コーナーでは、6種類の工作を準備して子どもたちと簡単な工作をしま

した。想定する対象年齢はおおむね 3～5歳です。 
担当する 1年生にとっては実習前に子どもとかかわる貴重な機会になっています。 

 
 
舞台コーナー 
保育の 5領域（健康・人間関係・環境・言葉・表現）をベースとした、2年生による創作

劇です。12 月に本学附属・系列の幼稚園で実践した内容を改善して発表しました。 
 

 
 
 
 
 

今年で5回目となった「KJCランド～こどものあそびの日～」。 
本学幼児教育学科の学生たちはみな、子どもが大好きです。舞台裏ではいろいろあっ
たとしても、来場したお子さんたちの笑顔がなによりうれしい1日となりました。 
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休憩室・授乳室 
休憩室には木のおもちゃや絵本、紙芝居、ぬいぐるみなどを用意し、ゆっくり遊びなが

ら休むためのスペースにしました。授乳室には親子がくつろいだ時間を過ごすことができ
るように、白を基調とした装飾の部屋にソファやおむつ台、ぬいぐるみなどを設置しまし
た。担当の学生たち企画、設置、装飾をしました。   

 
会場装飾 
会場装飾は、担当の学生と造形ゼミが中心となって行いました。昔話ゼミと学生会から

装飾品の提供を受けて、より充実したものとなりました。 

               
 
軽食販売コーナー 

今年度は「大きな木」「ひかり自立センター」「ステップ」から出張販売のご協力をいた 
だきました。このコーナーは来場者のために設置していますが、学生や教職員も毎年楽し
みにしています。 
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